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1 ．本書は平成7年度に当センターが実施した一般国道228号函館江差自動車道函館茂辺地道路工事

用地内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。

2．本書の執筆は、 I :佐藤和雄・工藤研治・広田良成、 Ⅱ ：佐藤和雄、Ⅲ：工藤研治・廣田良成、

Ⅳ：工藤研治・広田良成、V:工藤研治・広田良成が担当した。ただし、Ⅱ章-2は「函館市石

川1遺跡』 （財）北海道センター1988aの「2 遺跡周辺の地形・地質の概要」を引用した。

3．各種測定、同定、分析等は下記に依頼した。

黒曜石産地同定京都大学薬科哲男氏

炭化種子同定学校法人静修学園北海道環境文化研究センター

4．石材鑑定は資料調査課花岡正光による。

5．調査報告終了後の出土遺物および記録類については函館市教育委員会が保管する。

6．調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

文化庁、北海道教育委員会、函館市教育委員会、北海道開発局開発建設部函館道路事務所、株式会

社高橋組

函館市教育委員会田原良信・中村公宣・佐藤智雄、私立函館博物館長谷部一弘、七飯町教育委

員会石本省三・横山英介・竹花和晴・菊池博、上磯町教育委員会森靖裕、南芽部町教育委

員会阿部千春・福田祐二、森町教育委員会藤田~登、伊達市教育委員会大島直行、平取町教

育委員会森岡健治、札幌市教育委員会上野秀一・羽賀憲二



凡 例

1．遺構の表記は、以下に示す記号を使用した。

H:住居跡 P :土壌 TP :Tピット F :焼土

HP :住居跡内柱穴

2．遺構図の数値は、標高（単位m)である。

3．遺構の規模は、 「確認面での長軸長×単軸長／床（底）面での長軸長×単軸長／確認面からの最

大深」の順で記した。一部破壊されているものは現在長を（ ）で示し、不明のものは－－で示し

た。

4．実測図の縮尺は、原則として下記のとおりである。

遺 構 1 ：40

復元土器 1 : 3 土器拓本 1 : 2

剥片石器 1 ： 2 石 斧 1 ： 2

礫石器 1 ： 3 石 皿 1 ： 4

石製品 1 ： 2

5．土層の表記は、基本土層についてはローマ数字で、遺構の層位についてはアラビア数字で示した。
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I 調査の概要

1 調査要項

事業名：一般|玉|道228号函館江差自動車函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査事業名：一般'五|道228号函館江差自動車函館茂辺地i

委託者：北海道開発局函館開発建設部

受託者：財団法人北海道埋蔵文化財センター

受託期間：平成7年4月17日～平成8年3月23日

発掘期間：平成7年9月14日～平成7年10月25日
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3 調査にいたる経緯

一般国道228号線は一般国道227号線と共に函館と江差を結ぶ道南・函館圏の主要な道路網のひとつ

である。北海道開発局函館開発建設部（以下函館開建）は国道228号線の交通渋滞緩和、観光交通の

増加、都市間の流通の活性化などを目的に一般国道228号函館江差自動車道の建設を計画した。将来

は、北海道縦貫自動車道に接続する函館新道との分岐が予定されている。

函館市内の工事区間は、サイベ沢遺跡、西桔梗遺跡などに近接しており、埋蔵文化財包蔵地の所在

が予想された。そのため函館開建と北海道教育委員会（以下道教委と記す） との間でその取り扱いに

ついて事前協議が行われ、道教委は所在確認調査・範囲確認調査を行ってきている。

函館市内で確認された遺跡は6カ所で、順次範囲確認調査が行われている。 これまでこの事業に伴

う発掘調査は行われておらず、今回の西桔梗1遺跡の発掘調査が初めてである。

1



I 調査の概要

4 調査の概要

(1) 発掘区の設定

発掘区はアルファベットの大文字と数字の組み合わせで表示し、規格は5×5mとした。発掘区の

設定に当たっては、工事用地の境界杭4421とR44-2を結んだ線を南北の基線(2ライン)、 4421か

らR44-2の方向へ10mの地点でその線に直行する線を東西の基線(Fライン）とし、 5m間隔でそ

れぞれの基線に並行する各ラインを設定した。境界杭4421とR44-2の測量成果は次のとおりである。

4421 X=-240051.060mY=39006.300m

R44-2 X=-240019.377mY=38995.533m (平面直角座標第加系）

発掘区の呼称は5m四方の区画の北西隅のラインの交点で表示した。例えばBラインと5ラインの

交点の南東側がB－5区となる。なお、遺物の取り上げに当たっては下図のとおり各発掘区をA、B、

C、Dに4分割した小発掘区によっている。この場合、B－5－A、B－5 Bのように呼称する。

（工藤研治）
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5×5mの発掘区を4分割し、 2.5×2~5mの小発掘区を設定

した。小発掘区は逆時計1回|りにA・B．C・[)とし、B－2－A、

B 2 B，B 2－C、B 2－C、 B－2－C、のように表示す

る。
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図1－1 発掘区設定図

(2) 調査の方法

調査区の現況が畑地であったため、重機で耕作土を除去することから調査を開始した。人力による

調査は始めに発掘区の設定をした後、 トレンチ調査、包含層調査、遺構調査の順で調査を進めた。

包含層の遺物については、 2.5×2.5mの小発掘ごとに取り上げた。住居跡の遺物については、出土

位置・高さ・層位を記録した。土曠．Tピットの遺物は、全て流れ込みあるいは混入したものとみら

れることから遺構ごとに一括して取り上げた。

の

一ムー



5 遺物の分類

(3) 土層

西桔梗1遺跡における基本的な層序は、図1－2のとおりである。

耕作による削平や地形の変化により各層位の堆積状況に差がみられた。

遺物包含層はⅢ層とⅣ層上面である。

I層：耕作土

Ⅱ層：黒色土(B-Tm・Ko-dの二枚の火山灰が認められる｡）

Ⅲ層：黒色土（腐植質土）

Ⅳ層：黒褐色士（漸移層）

v層：黄褐色士（部分的に礫が混じる粘土層）

（佐藤和雄）

－0

Ko－d

B－Tm－20

－40

－60cm

V

図1－2 土層模式図

5 遺物の分類

(1) 土器

出土した土器には縄文時代早期、前期、中期及び続縄文時代のものがある。現地整理の段階から、

便宜的に縄文時代早期の資料をI群、前期の資料をⅡ群、中期の資料をⅢ群、後期の資料をⅣ群、晩

期の資料をv群、続縄文時代の資料をⅣ群として分類を進めている。本書では、それぞれに二、三の

類別を設けて次のように記載する。

I群土器

爪形文や貝殻文の施された前半期のものをA類、縄文の施された後半期のものをB類とする。A類

については爪形文の施された資料をA1類とし、貝殻文と縄文が施された資料及びそれに類する資料

をA2類、住吉町式に相当するものをA3類とする。B類については東釧路Ⅲ式に相当するものをB

1類、 コッタロ式に相当するものをB2類、中茶路式に相当するものをB3類、東釧路Ⅳ式に相当す

るものをB4類、綾杉状の縄文の施された資料及び近縁の資料をBx類とする。ただし、B2類は出

土していない。

Ⅱ群土器

前半期の縄文の施された尖底土器のグループをA類、後半期の円筒土器下層式に相当するものをB

類とする。本書で報告する資料はA類に属するもので、桔梗野式、綱文式、石川野式、 トドホッケ式

に相当するものがある。

Ⅲ群土器

前半期の円筒土器上層式に相当するものをA類、後半期の榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式に相

当するものをB類とする。

Ⅳ群土器、V群土器本遺跡では出土していない。

Ⅳ群土器

続縄文時代の資料。惠山式土器が少量出土している。

(2) 石器

石器は器種別に分類を行った。剥片石器には石鍼、石錐、ナイフもしくは石槍、つまみ付ナイフ、

箆状石器、スクレイパー、挟入石器などがある。礫石器には磨製石斧、たたき石、すり石、砥石、石

－q－
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6 調査結果の概要

鋸、台石・石皿、石錘などがある。 このほかに石核（コア)、剥片・石屑（フレイク・チップ．)、加工

痕のある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ状の使用痕のある剥片(Uフレイク）がある。

剥片石器の石材は珪質頁岩、めのうが大半で、黒曜石はわずかである。礫石器の石材は凝灰岩、砂

岩、安山岩などである。 （広田良成）

6 調査結果の概要

検出された遺構は、竪穴住居跡1軒、土擴12基、Tピット1基、焼土72カ所である。住居跡は調査

区中央の台地縁辺部で検出された。規模・形状は2.5×1.8mの隅丸長方形である。時期は形状や周辺

の遺物からみて縄文時代早期のものと考えられる。土壌はP－9を除いて掘込みが浅いものが多い。

Tピットは溝状で杭跡をもたないものである。焼土はおもに調査区東側の斜面部で集中して検出され

た。

出土した遺物は、約11,900点でこのうち土器が約3,200点、石器等が約8,700点である。土器は縄文

時代早期後半の土器(IB)が大半を占め、縄文時代前期の縄文土器(HA)、縄文時代早期前半の

貝殻文土器(1A)、縄文時代中期の円筒土器上層式土器(mA)、続縄文時代の恵山式土器（Ⅵ）が

順に次ぐ。 これらに伴う石器は約200点に過ぎず、石器等の大半は剥片である。器種別には、つまみ

付ナイフ、スクレイパーが多い。その他では、石核も多く出土している。

（佐藤和雄）

表1 遺構数一覧

住 居 跡 ’ 擴 焼 上r ピ シ 1

1121 72

表2 出土遺物一覧

数

包含層

点

遺構

数

包含層

点
一
銅

数 点

遺構
時 期 分 類 分 類 分 類

包含層

7

1

4

48

2

30

1

1

3

， 4
5

1

2

縄文早期

前期

中期

石 鑛

石 錐

ﾅｲﾌもしくは石槍
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スクレイパー

快入石器

磨製石斧

たたき石

す り 石

砥 石

石 鋸

台石・石皿

石 錘

石 核

原 石

礫

礫 片

礫石器

剥 片

剥片石器

Uフレイク

Rフレイク

軽 石

111
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Ⅱ遺跡の概要

1 遺跡の位置と周辺の遺跡

西桔梗1遺跡は、 JR北海道桔梗駅の西方約0.8km、標高約17mの台地とそれに続く斜面に位置す

る。

本遺跡の近くにはサイベ沢遺跡群や西桔梗遺跡群がある。サイベ沢遺跡群は西桔梗1遺跡の南東、

約800mのところにある。このうちサイベ沢遺跡は、貝塚を伴う縄文時代前期～中期の集落遺跡とし

て有名である。 1957年に最初の発掘調査（児玉ほか、 1958）が行われ、 1996年（吉崎ほか、 1967)、

1984年。 1985年（田原・鈴木、 1986）などの調査が断続的に行われている。このほか、サイベ沢C遣

跡（函館市教育委員会1972調査）縄文時代早期・晩期、サイベ沢B遺跡（森田・高橋、 1967）縄文

時代中期などがある。西桔梗遺跡群は西桔梗1遺跡の南東、約lkmのところにある。函館流通セン

ター建設に伴い1972年、B1 ･B2 ．C・，．EⅢ ．E2 ．Fの各遺跡が調査され、縄文時代早期から続

縄文時代の遺構・遺物が発見されている（千代編、 1974)。 これらの遺跡の東方約1kmのところには、

当センターによって発掘された石川1遺跡(1988a)と桔梗l遺跡(1988b)がある。石川1遺跡で

は旧石器時代及び縄文時代早期・中期の遺構・遺物が発見されている。桔梗1遺跡では|日石器時代の

遺物と縄文時代中期の遺構・遺物が発見されている。

本遺跡の北東には函館市と七飯町の境界をなす蒜沢川がある。この地域には縄文時代や続縄文時代

の遺跡である大中山6 ． 8 ．11．12．13．14．15．16.桔梗6遺跡が分布する（図Ⅱ－1、表 3)。

2 遺跡の環境

本遺跡は函館平野の東部に位置している。周辺には、横津岳から函館平野へかけて、山地斜面、山

麓の緩斜面または扇状地、段丘、及び沖積低地が発達している。

山地部は標高1,100-150mで、横津岳を構成する安山岩の溶岩（鈴木ほか, 1969)と、 これらの下

位の峠下火山砕屑岩類（三谷ほか， 1966）から成っている。横津岳山頂付近は、溶岩流堆積面の保存

が良い。

山麓部では、段丘との間、標高100-50mに緩斜面が発達している。この緩斜面は、崖錐及び扇状

地として記載されている（三谷ほか， 1966 ：鈴木ほか， 1969）が峠下火山砕屑岩類の露出地域にも分

布するので、一部には他の営力によって形成された緩斜面も含まれていると思われる。

段丘は標高50-15mに発達している。瀬川(1974.1975)によれば、函館付近の平坦面は、鳴川面

(標高460-360m)、鱒川面（標高200m±)、赤川段丘（鈴藺丘面：標高170-100m、中野町面：標高

100-90m)、日吉町段丘（標高60-50m)、函館段丘（標高17-8m)、沖積段丘（標高5m=t)に区

分され、日吉町段丘は関東地方の下末吉段丘に、鈴藺方面は多摩丘陵のT1面に、中野町面は同T2面

に対比されている。一般に、段丘面は降下火山灰起源のローム層に覆われる。

沖積低地は標高20-5m、函館から上磯、大野へかけて発達し、函館平野の大部分を占める。砂礫．

砂・粘土及び泥炭で構成され、沖積層の基底は、平野南部では海水準下40m±、南東部から中央部に

かけては20m±、西部で10m±、北部で0-10m±と推定されている（三谷ほか, 1966)。

－7－



Ⅱ遺跡の概要

図Ⅱ－1 遺跡の位置と周辺の遺跡
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2 遺跡の環境

以上の地形を覆って、黒ボク土中に2～3枚の降下火山灰が認められる。

本遺跡は沖積低地よりの、標高約17-14mの段丘面上に立地する。黒ボク土の下位はローム層及び

礫である。礫の多くは、めのう質頁岩や珪質頁岩である。径4cm～5cmの亜円～円礫で、偏平な

ものが多い。ローム層以下の層厚は不明である。

本遺跡が立地している段丘は、瀬川（1974.1975）の日吉町段丘に対比される。瀬川（1975）は、

西桔梗高位面と西桔梗低位面に二分した。本遺跡が立地している段丘が、 このどちらかに対比される

のかは不明である。

図Ⅱ－2 周辺の地形
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Ⅱ遺跡の概要

表3 周辺の遺跡一覧

名 称 搭載番号 所 在 地 時 代No

西桔梗1遺跡

サイベ沢遺跡

石川野遺跡

サイベ沢B遺跡

西桔梗N－l遺跡

西桔梗N－2遺跡

西桔梗N－3遺跡

西桔梗N－5遺跡

西桔梗N－6遺跡
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Ⅲ遣構

今年度の調査では住居跡1軒、土壌12基、Tピット1基、焼土72か所が確認された。

1 住居跡

H-1 (図Ⅲ－2、図版3)

位置C－5、C 6 規模2.52／2.41×1.84/1.62/0.29

特徴調査区中央の平坦面に位置する。Ⅲ層中部で確認された焼土(F 22)の断面観察用トレン

チをV層まで掘り下げたところ、土層の状態から遺構のあることが判った。 このため、 このトレンチ

を延長し、さらに直行するトレンチを追加して壁、床を確認した。南側は一部撹乱されている。平面

形は隅丸方形。壁は急に立ち上がる。床はV層中にあり、ほぼ平坦である。西と北の壁際には浅い周

溝がある。床の南寄りには60×40cmの範囲で炭化物混じりの黒色土の薄層が認められた(13層)。

床は焼けていない。柱穴とみられる小ピットは10か所確認した。なお、焼土(F-22)は竪穴埋没過

程の窪地に形成されたものと判った。
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図Ⅲ－1 住居跡・土壌．Tピットの位置図
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Ⅲ遺構
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2 土塘

遺物床面から1群Bx類土器、柱穴(HP 4)からたたき石(10)が出土した。覆土からはI

群Bx類(1～7)、B3類(8 ･ 9)、Ⅲ群A類土器、Uフレイク、 フレイクが出土した｡ lは条間

の開いた縄文が施されたもので、口縁が、 「く」の字に外反する。口唇の断面は角形に近い。内面は

なで調整されている。胎土には繊維が含まれている。なお、 3は包含層(C-5区）出土の資料と接

合したものである。 7には原体施文方向を変えて施された縄文が付いている。内面は粗くなで調整さ

れており、胎土には繊維が少し含まれている。 8は微隆起線の付けられたものである。微隆起線の間

には細かいあやくり文が施されている。 9には細かいあやくり文と無節の縄文が施されている。 10は

凝灰岩製のたたき石。棒状礫の一端に敲打痕が認められる。

時期床面出土の遺物から’群Bx類土器の時期と考えられる。

（工藤研治）

2 土擴

P-1 (図Ⅲ－3、図版4－1 ． 2)

位置B－6－A．， 規模2.52×1.84×2.41×1.62/0.29

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ちこみを確認した。平面形は曠口、擴底共に隅丸方形に近い円

形である。擴底はほぼ平坦で部分的に凹凸がみられる。掘り込みは非常に浅く、北側及び東側壁の立

ち上りは急角度である。付属の小ピットが確認された。曠底の西側で1個、東側2個である。いずれ

も円形で規模は径約15cm深さは約10cmである。断面は下部がやや細くなっている。

P-2 (図Ⅲ－3、図版4－3 ． 4)

位置E－2－A・B 規模1.17× (1.00)/0.99×0.77/019

特徴第Ⅳ層下面で、黒褐色土の落ちこみを確認した。平面形は不整形。北側の壁はP 3によっ

て壊されているため、明瞭ではない。塘底面も不整形である。掘り込みは非常に浅い。擴底は丸みの

ある皿状を呈し、やや凹凸がある。壁の立上りはゆるやかである。

遺物覆土からつまみ付ナイフ1点、剥片7点が出土した。

P-3 (図Ⅲ－3、図版4－3 ． 4)

位置E－2－A 規模0.89×(0.74)/0.57×0.41/0.16

特徴第Ⅳ層下面で確認した。 P－2と重複していて、本遺構の方が新しい。平面形は擴口で不整

の楕円形、擴底では不整形である。掘り込みは非常に浅く、断面は丸みのある皿状を呈し、やや凹凸

がある。壁の立上りはゆるやかである。

遺物覆土から剥片1点、礫1点が出土した。

P-4 (図Ⅲ－3、図版4－5 ． 6)

位置B－3－D 規模0.68×0.65/0.44×0.36/021

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は擴口で不整の楕円形、擴底は楕円

形である。掘り込みは浅く、断面形は椀状を呈する。

P-5 (図Ⅲ－3、図版5-1)

位置第Ⅳ層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は曠口で不整の楕円形、擴底は楕円

形である。掘り込みは非常に浅く、擴底には凹凸がある。

P-7 (図Ⅲ－3、図版5-2)

位置B－5－D 規模0.54×0.48/0.36×0.39/0.13

特徴第Ⅳ層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。平面形は擴口で不整の楕円形、墳底は円形で
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Ⅲ遺梢

ある。掘り込みは浅い。曠底は南に向かって傾斜し、南側壁の立上がりはゆるやかである。

P-8 (IXIⅢ－3、図版5-2)

位置B－5 A．， 規模0.64×0.60/0.37×0.38/0.21

特徴第Ⅳ層上面で、黒色土の落ち込みを確認した。平面形は曠I]で不整の円形、曠底は不整の楕

円形である。掘り込みは浅く、曠底は南側が深くなっている。断IIl i形はほぼ椀状である。

遺物覆土からI群B類の土器片4点、中茶路式の土器片1点、剥片石器片1点、求ll片2点が出土

した。 （広田良成）

P-9 (IXIⅢ－4、図版5)

位置C 7 規模120/0.44×1.15/0.48/0.85

特徴淵査区中ほどの緩斜IIliにある。Ⅳ層上Imで黒色土の落ち込みが認められたので半割し、 ｜蝋

と確認した。平面形はほぼ円形。確認面の径に対して底面の径が小さく、断面は漏斗形を呈する。底

はV層を深く掘り込んでいる。

遺物覆'2からI群B3類上器(1～4)、Ⅲ群土器の小片、 フレイク、礎が出土した。 lは細か

いあやくり文の上から浅い沈線文が施されたもの。 2つのl半には沈線文、下半の底部に近い部分に

は微隆起線文が施されている。 1 ． 2は同-1i'il体とみられる。 3は細い沈線文の間にあやくり文が施

されたもの。 4は微隆起線の間に短縄文が施されたものである。 （工藤研治）

P-11 (IXIⅢ－4、図版5－4)

位置B－5－A 規模0.46×0.38/007×0.06/0.37

特徴第Ⅳ層上面で、黒褐色上の落ち込みを確認した。平面形は曠口、曠底共に不整の楕円形であ

る。擴底は非常に狭くなっている。壁の立上がりは、東側がゆるやかで西側がややオーバーハングす

る。その他は垂直に近くなる。壁及び擴底にはv層に含まれる礫が露出している。

遺物覆土からたたき石が1点出土した。

P-13 (図Ⅲ－4、図版5-5)

位置C－5－A 規模0.56×0.53/0.44×0.45/0.28

特徴第V層上面で、褐色土の落ち込みを確認した。平面形は曠[1、曠底共に不整の円形である。

曠底は東側に傾斜している。壁の立上がりは東側は比較的ゆるやかで、その他はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。

P-14(図Ⅲ－4、図版5-6)

位置C－7 B 規模0.42×0.38／0.32×0.31/0.14

特徴第V層上面で、暗褐色土の落ち込みを確認した。平面形は塘口、曠底共に不整の円形である。

曠底は平坦である。壁の立|息がりは東側が比較的ゆるやかで、その他の壁は急角度である。

P-16 (IXIⅢ－4)

位置C－7 C 規模0.41×0.34/0.26×0.23/0.12

特徴第v層上面で、黒褐色土の落ち込みを確認した。平面形は壊口、擴底共に不整の楕円形であ

る。曠底はほぼ平坦で、断面形は皿状である。 （広田良成）
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Ⅲ遺構

P－9

「
a b e ．

匙

ローーー

ﾛｰﾑ斑状に混入

ローム粒少し混る

ローム斑状に混る

黒色土混る

ローム粒少し混る

ローム斑状に混る

黒色土粒少し混る

ローム斑状に混る

ローム斑状に混る

暗褐色

暗褐色

暗褐色

褐色

黒色

黒褐色

褐色

暗褐色

暗褐色

６

７

８

９

１

２

３

４

５

「
0 1m

蕊
式

二歩

《

》

、趣や‘
、、、

P1

＄~~~

、

Ｏ
ｉ

5cm

I

層謹掘診
"1;･ざ『源〔学‘' 一
i .Pｼ:』．
j L ,¥篭･ク
ヤ､少"

P-13P-11
〈

「 ／

一

一

一

一

一

且

ｃ

ｈ

－

一

一

」

a - 17.20 ba ． 」Z40 p

画恩 ●

1褐色黒色土少し混る

2暗褐色炭化物・焼土粒少し

混る

3暗褐色ローム粒が斑状に混る

黒褐色

黄褐色

暗褐色

暗褐色

黒褐色

ローム粒わずかに混る

黒色土が斑状に混る

ローム粒少し混る

ローム粒少し混る

ローム粒斑状に混る

１

２

３

４

c 17．2o d

I一万

、

P-16P-14

fI
」ロ
ー
」~C~

a l6‘“ b

‐‐
2

1黒褐色ローム粒混る

2暗褐色Ⅳ層の暗黄褐色土が

斑状に混る

a 16m ロ

‐
1暗褐色

2暗褐色

ローム粒少し混る

ローム粒が斑状に混る

（1より明るい）

「
c 16．60 。

‐、’

C ‐ ’6.70 .

~L－ノ 0 1m

図Ⅲ－4 P-9･11．13･14．16

-16



3 Tピット

3 Tピット

TP-1 (図Ⅲ－5、図版6－1 ． 2)

位置C－5－A 規模 1.90×0.54/1.64×090/0.79

特徴調査区北西部、標高17.0mの平坦面に位置する。表土除去後、第Ⅲ層上面の精査中に不整形

の黒色土の落ち込みが認められ、確認のためにトレンチを設定し調査を行ったところ、Tピットであ

ることが判明した。

長軸方向はN-73o－Wである。形は細長い溝状である。長軸方向の断面は垂直に近い立上がりをみ

せ、短軸断面はゆるやかに屈曲してY字状に開く。底面は幅が狭く、中央付近でやや深くなっている。

遺物覆土からすり石1点、剥片1点、礫1点が出土している。 （広田良成）
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Ⅲ遺構

4 焼土 （図Ⅲ 6～10、図版6 ． 7）

焼土は72か所検出された。 これらの焼土にはⅢ層上部、Ⅲ層中部、Ⅲ層下部、Ⅳ層上面で確認され

たものがあり、それぞれ8ラインより東側の傾斜面に多く分布する。出土遺物から時期を推定できる

ものは少ない。個々の焼土の位置、規模、確認面、出土遺物等は表に示したとおりである（表 5）

(1) Ⅲ層上部の焼土

Ⅲ層上部で確認された焼土は10か所である。時期の明らかなものはない。D 9，D-10区にほぼ

集中している。

(2) Ⅲ層中部の焼土

Ⅲ層中部で確認された焼土は5か所｡C-4、 C－5、C-10区に分布する。 このうち、 F-22，

F-32からI群B類土器の小片が出土している。F-22は住居跡の項で触れたとおり、H－1の覆土

上部に形成されたものであり、上面には径1～2センチ程の小礫がまとまっている部分がある。

(3) Ⅲ層下部及びⅣ層上面の焼土

Ⅲ層下部で確認された焼土は39か所、Ⅳ層上面で確認された焼土は18か所、計57か所であり、 8ラ

インから東側の緩斜面に密集している。 これらの焼土は遺物が多く出土する層準より下位で確認され

ていて、現地調査で遺物を確認できたのは4か所に過ぎないけれども、 フローテーション処理した試

料の残土から遺物を選別したところ、多くの焼土から微細な剥片が得られた（表 5）。 また、焼土

のうローテーション作業で得られた炭化種子の同定の結果、Ⅲ層下部及びⅣ層上面の焼土から出土し

た13件のうち8件でクルミ属が検出されている（付篇3)｡ F-34からI群Bx類土器（図Ⅲ 10)

が出土している。本層で確認された焼土は縄文時代早期の可能性がある。

（工藤研治）
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l 焼土
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Ⅲ遺構
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4 焼土
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Ⅲ遺構
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Ⅳ包含層出土の遺物

1 土器 （図Ⅳ 4～7）

I群A類土器（図Ⅳ－4， 1～11、図Ⅳ－6， 93～97）

A1類(93～99)

爪形文の施された資料を一括した。

93は横位の大柄な爪形文が施されたものである。口唇表側角にも爪による細かい刻み目が付けられ

ている。口唇断面はやや丸みを帯び、口唇及び内面はかるくみがかれている。胎土には繊維が若干混

じる。94， 95は同一個体。口縁部に縦位の爪形文が幾段か施された薄手の土器である。爪形文の端は

めくれて盛り上がっている｡94の口唇には細かい刻み目が付けられている。内面は磨かれていて光沢

がある。 95では内面の磨きはさほど顕著ではない。胎土には比較的太い植物繊維が含まれており、器

面にはその痕跡とみられる虫食い状の小孔が多く認められる。焼成は良く、固い。96～99は同一個体

とみなされるもので、山形口縁をもつ小形の尖底土器と思われる。断面の丸い細い沈線文が横位、斜

位に底部近くまで施された後、鋭い爪形文が口縁部と沈線文の区画内に施されている。口唇断面は尖

りぎみ。内面は粗くなで調整されている。胎土には細砂粒が多く含まれている。

A2類(1～7) '

貝殻腹縁圧痕文と縄文が施されたもの及びそれらに伴うとみなされる資料を一括した。

a (1， 2)貝殻腹縁圧痕文と縄文が施されたものである。 1は口縁部に施された横位と斜位の貝

殼腹縁文の下位に縄文が施されたものである。縄文の原体はLRo口唇断面はやや尖り、内面はなで

調整されている。胎土には砂粒が多く含まれている。焼成は良く固い。 2a～2dは|司一個体とみな
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1 土器

されるもので、斜位と横位の貝殻腹縁圧痕文の下位にLRの原体による斜行縄文が施されている。縄

文施文後に横位の条痕文が施され、縄文が一部すり消されている。 2cには条痕文が施された部分に

縄文の痕跡が認められる。 2a、 2bの口唇断面は丸みを帯び、口唇及び内面はていねいに磨かれて

いる。胎土は繊密で固い。

b (3～5)貝殼腹縁圧痕文が施されたもの。貝殼文が施された部分の破片であり、他の文様が複

合して施文されるか否か不明。 3は体下半部。 4は底に近い部分であり、尖底になるものと推定され

る。胎土は1に類似し砂粒を多く含む。 5は口縁部の小片。櫛目様の貝殼腹縁圧痕文が施されている

5bの斜位に施された部分ではと明らかに貝殼文とわかる。比較的薄手で、口唇断面は丸みを帯び、

内面はなぜ調整されている。胎土には砂粒を含みやや脆い。

c (6)条痕文が施されたものである。器面は条痕文が施された後、かるく磨かれている。口唇断

面は尖る。胎土は徹密である。

d (7)無文のものである。口縁から口唇にかけてかるく磨かれている。口唇断面は尖り気味で丸

みを帯びる。胎土には砂が少し含まれているが、徹密で固い。

A3類(8～11)

いずれも条痕文が施された胴部の破片である。A2類に比べて器質が脆い。 7には内面にも浅い条

痕文が施されている。 9， 10は底に近い部分である。

｜群B類土器（図Ⅳ－4－12～図Ⅳ－6－69）

Bx類(12～36)

綾杉状の縄文が施された資料とそれに近縁の資料を便宜的に一括した。胎土に繊維を多く含むもの

は少ない。細砂粒を多く含み、繊維は含まないか含んでいても少量である。

a (12～15)口縁部に縄の側面圧痕が付けられているもの。 12～15は無文地に縄の側面圧痕が付け

られた口縁部の小片である。縄の側面圧痕で口縁部の文様帯が構成されるものであろう。 13， 14の口

縁はやや外反する。

b (16～22)綾杉状の縄文が施されたものである。施文原体は1段Rと1段Lの縄をRの撚りが戻

らないように撚り合わせて2段Rとしたものである。 16～18は同一個体。口縁が少し外反し、綾杉状

の縄文と同じ原体の側面圧痕で文様が構成されるものである。 19～22は綾杉状の縄文が施された胴部

c (23～25)綾杉状の縄文と同種の縄文が施されたものである。施文原体は1段Rの縄を2本用い

て綾杉状の縄文と同様に撚りが戻らないように合わせて2段Rにしたものである。

d (26)撚糸文が施されたものである。内面には条痕文が施されている。

e (27～31)縄文が施されたもの。 27， 29， 31では原体の施文方向を変えて施文されている。 27は

胎土に多量の繊維を含み、脆い。 28は横走する粗い縄文が施されたもの。口縁は少し外反する。口唇

はなで調整されている。

f (100) 100は無文地に指頭圧痕が施された破片。胎土には繊維が多く含まれる。

g (35) 35は折り返し口縁の薄手の土器である。肥厚部の下位には縄文施文後に浅い条痕文が施さ

れている。口唇断面はやや丸みを帯びる。胎士には砂も繊維もほとんど含まれていない。

h (36) 36は細かい斜行縄文が施されたもの。口唇断面は丸い。胎土には繊維が少し含まれている。

底部（31～34） 31～34は平底の底部。 31， 34は底が少し張り出し、角には縄を押捺した刻み目が施

されている。

B1類(37, 38)

3本平組紐による組紐圧痕文が施されたものである。37， 38は同一個体。口唇には縄の側面圧痕ある

－25－



Ⅳ包含層出土の遺物

いは縄文が施された後、沈線文が施されている。口唇断面は外側に張り出している。

B3類(39～63)

貼付帯が比較的顕著なものと、そうでないものがある。

a (39,40)絡条体圧痕文が施されたものである｡39，40は同一個体であり、C－3－C区からま

とまって出土したものの一部である（図版7－5)。口縁に沿って貼付帯が2条めく、り、細かい絡条

体圧痕文が縦横に施されている。口唇断面は尖りぎみである。

b (41～44,46～48)貼付帯の比較的顕著なものである｡ 41～44,46には短縄文、47には縄文、48

にはあやくり文が施されている。 46は粘土の接合面から割れたもので、図上部の剥落部分には短縄文

が施されている。 41は口縁部の小片であり、口唇断面は尖りぎみである。

c (45)貼付帯が細く微隆起線になっているものである。 45は間隔の狭い微隆起線で曲線的な文様

を描く胴部破片。微隆起線の間には短縄文が施されている。

d (46～61)微隆起線文が不明瞭なもの、微隆起文と沈線文が施されたもの及び地文のみの小片で

ある。微隆起線文の間には綾絡文が施されたもの、短縄文が施されたもの、縄文が施されたものがあ

る。 52， 53は微隆起線文と細い沈線文が施されたもので、 52には短縄文、 53にはあやくり文が施され

ている。61は平底の底部。縄文施文後に浅い沈線文が施されている。

e (62,63)微隆起線文の間に自縄自巻的縄文が施されたものである。

B4類(64～69)

a (64，65， 67)自縄目巻の原体によって羽状縄文が施される薄手の土器。 64， 67は同一個体。 67

にはあやくり文も施されている。 64には粘土の接合面から剥落した部分に縄文が施されている。

b (68, 69)自縄自巻の原体による縄文が施された比較的厚手のものである｡ 68は羽状縄文が施さ

れたもので、口唇断面は丸みを帯びる。胎土には繊維が含まれている。 69には口唇及び内面にも縄文

が施されている。胎土には砂粒が多く含まれており、繊維も混じる。口唇断面は多形を呈する。

c (66)無文のミニチュア土器である。

Ⅱ群A類土器(70～76)

70は口縁部近くの破片である。深く押捺された縄の側面圧痕文が認められ、体部には整った羽状縄

文が施されている。桔梗野式に相当するものである。 71～73は綱文式。71は撚りの異なる2種の原体

で施文されているもので、比較的条が細かい。74は石川野式。幅の狭い縄文が段状に施されている。

75は斜行縄文が施されたもの。 76は半歓竹管状の工具による押し引文が施されたもので、胎土には繊

維が多く含まれている。 トドホッケ式に相当するものである。

Ⅲ群A類土器（77～88）

77は貼付帯が施されたものである。縄文地に細い貼付帯が施され、貼付帯には細い縄の側面圧痕が

付けられている。84はあやくり文が施されたもの。口唇にも縄文が施されている。 79～86は斜行縄文

が施されたもの。80～84は同一個体。79～84には口唇に縄の圧痕による刻み目が付けられている。

Ⅲ群B類土器（89）

95は無文地に2段の原体による縄の側面圧痕文が施された薄手の土器である。

Ⅵ群土器(90～92)

恵山式土器である。 90は縄文の施された口縁部の小片。 91は縄文地に横走沈線が施されたもの。口

唇には刻み目があり、内面には沈線文が施されている。 92は縦走縄文が施されたものである。縄文施

文後にかるく磨かれている。 （工藤研治）
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1 土器

図Ⅳ－4包含層出土の土器（1）
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1 土器
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図Ⅳ－6 包含層出土の土器（3）
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2 石器等

2 石器等

遺物包含層から出土した石器等の総点数は8,583点である。石器は194点、剥片・礫・礫片他が8,389

点出土している。石器全体の分布を見てみると（|叉IW-8)、調査区北西部で密度が高くなる傾向が

みられる。またⅢ層でフレイクの集中地点が5か所確認された（図Ⅳ－9)。集中地点②のフレイク

は黒曜石からなり、他は珪質頁岩製のスクレイパーである。

石錐（1～7）

7点出土。 6以外は無茎嫉である。 1は基部が浅く湾入する。 7は三角形鎌で平基のものである。

石材は1 ． 7が黒曜石で、他は珪質頁岩である。

石錐（8）

1点出土。棒状を呈し、両面調整が施されている。珪質頁岩製である。

12

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ 口
図Ⅳ－8 石器出土分布
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W包含層出土の遺物

ナイフもしくは石槍（9～11）

4点出土。 9 ． 10は有柄のものである。 10．11は左右非対称である。 11は上部を欠損しており、両

面加工のつまみ付ナイフの可能性がある。いずれも珪質頁岩製である。

つまみ付ナイフ（12～22）

剥片石器では最も数が多く48点出土している。 12が両面加工のもので、他は全て片面加工である。

表面右側に刃部を作出するものが多い。 14は周辺加工を施したものである。 18は部分的に被熱による

剥落が見られる。石材は15．17．20．21がめのう、他は珪質頁岩である。

箆状石器（23．24）

2点出土。いわゆる石くらである。いずれも下端に直線的な刃部を有する。どちらも珪質頁岩製で

ある。

スクレイパー（25～52）

30点出土。 27．31 ．32．39は上端を除くほぼ周縁部全体に調整が施されている。 26．28．29．33･

34．36．38．39.41．45は二側縁に刃部を有する。 25．44は外湾した刃部を有するが、他は直線的な

刃部を有する。 42．43．48．51は礫表皮を残す。いずれも珪質頁岩製である。

挟入石器（53）

1点のみ出土。表面に刃部を作出し、また礫の表皮を残している。めのう製である。

石核（54）

53点出土。珪質頁岩製である。

磨製石斧（55）

1点のみ出土。全体はていねいに磨かれており、両側両上部に細かい敲打痕が見られる。刃部は欠

損しているが、欠損部を磨いた痕が見られる。緑色泥岩製である。

たたき石（56～58）

4点出土。 56は腹面のみ使用しており、たたき痕は不定形の浅い皿状を呈する。 57はいわゆるくぼ

み石で、 くぼみの形状は円形である。両側面の数か所にもたたき痕がある。裏面の上部を欠損してい

る。 58は細かなたたき痕が、上端以外のほぼ全面にみられる。 56．57は凝灰岩製、 58は閃緑岩製であ

る。

すり石（59～61）

3点出土。いずれも断面が三角形状を呈し、すり面の幅が狭い。平面形では59が三角形状を呈し、

60は棒状である。61はすり面がたたきつぶれに近い状態である。

砥石（62～66）

5点出土。いずれも有溝のもので、溝以外にも砥面がみられる。石材は全て凝灰岩で、66以外は非

常にもろい。

石鋸（67）

1点のみ出土。薄く割れた礫片を素材とし、一側縁のみを使用している。断面はU字形である。

台石・石皿（68．69）

2点出土。 68は台石である。表面にくぼみを有し、裏面も部分的にすり痕がみられる。69は石皿で、

表面のみ使用している。いずれも厚手の盤状の礫が利用されている。

石錘（70～74）

6点出土。いずれもな扁平な礫を用い、二カ所の打ち欠きによって製作されている。 71はたたき石

としても用いられている。 （広田良成）
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2 石器等
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Ⅳ包含層出土の遺物
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2 石器等
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Ⅳ包含層出土の遺物
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2 石器等
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Ⅳ包含層出土の遺物
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Vまとめ

I群土器について

(1) I群A類（図Ⅳ－4－1～11、図Ⅳ 7-93～99)

A1類は爪形文が施されたものであり、図示した3個体分の資料が出土した(93～99)｡ 93，96～9

9はB－3区の周囲、 94．95はやや離れてB 9区、C－8区から出土している。 このうち96～99の

個体は横位、斜位に施された細い沈線文の区画内に爪形文が施されたもので、田戸下層式に類似する

ものである（土肥、宮崎、金子1992)。また、94．95の端が盛り上がる爪形文の施文手法は白浜式に

通じるものがある。

A2類は貝殻腹縁圧痕文と縄文が併せて施文された資料に特徴づけられるものである。主としてB－

3区、B－4区を中心とする区域から6～7個体分の資料が出土している（1～7）。 この種の縄文

が施された資料は道内では西股遺跡を標識とするノダップI式（松下編1974）が知られている。西股

遺跡の例では貝殻腹縁圧痕文、爪形文、沈線文とともに縄文が主要な文様要素のひとつになっており、

縄文は爪形文と共に施されている。A2類は西股遺跡の資料より縄文が細かいことと、縄文と貝殻腹

縁圧痕文との組み合せという点で異なっているけれども、 ノダッフ｡I式の範晴として捉えておきたい。

爪形文の施されたA1類は分布状況からみてもA2類と密接な関係にあると理解されるが、具体的

な関係については今後の検討課題である。

(2) I群Bx類（図Ⅲ－2－1～7、図Ⅲ－10-1，図Ⅳ－4-16～36、図Ⅳ－7-100)

Bx類は綾杉状の縄文が施された資料及びそれに関連するとみなされるものである。住居跡(H-

1)及び遺構外の包含層からややまとまって出土している。復元できた資料はない。口縁部が少し外

反する特徴があり、出土した底部は平底である。胎土に繊維を多く含むものは少なく、図示した資料

では27， 100の2点のみである。他は細砂粒を多く含んでおり、繊維は含まないか含んでいても極少

量である。 このように、本類は平底とみなされること、胎土に繊維を含むものが少ないこと及び本類

に含めた資料のなかには西桔梗式（岡島1974）に通じる折り返し状の口縁をもつもの（35）があるこ

とから表館(1)遺跡（青森県教委1988)Ⅳ群の一部に近いものと考えられる｡胎土に多量の繊維を

含む27， 100は早稲田5類（佐藤他1957) と関係するものであろうか。

道内ではこれまで、 この種の青森系の資料の出土例は少なかったけれども函館市豊原2遺跡（中村

佐藤1994）において表館（1）遺跡Ⅵ群からX群に対比される資料がまとまって出土している。少な

くとも函館周辺にはこれらの土器群が主体的にに存在することが推測される。 この時期の北海道と青

森県の資料の関係については、過去に種々検討されているところであるが、近年、北海道側から東釧

路Ⅱ式との関係で二つの考え方が示されている。一つは東釧路Ⅲ式を表館Ⅷ群に対応するとみるもの

(西田1993)、 もう一つは東釧路Ⅱ式が表館Ⅵ群に、東釧路Ⅲ式が表館Ⅷ、Ⅸ群に対応するとする考え

(熊谷1994）である。現時点では、両者の見解を検証するための十分な資料はないけれども、東釧路

系統の資料と青森系の資料の関係については、今後、函館周辺の資料を中心に、道内の具体的なあり

方を細かく検討する必要がある。今後の課題としたい。

（工藤研治）
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表4 遺構一覧（1）

模(m)規
考遺構番号 発掘区 確認面 備

床（底面）確認面 深さ

Ⅲ中部2．52×1.84 2.41×1.62H 1
戸 「 戸

Lノ O ･ b 0.29

W_fnL66×1.47B－6 1 .68×1．57P－1 0.08

1~17×(100) 0.99×0.77P 2 E－2 W下0.19

0.89×(0~74）P－3 0.57×0．41E－2 O､16 ﾉノ

Ⅳ上面B－3 0．68×().65 0.44×0.36P－4 0.21

P 5 0.40×0.37 ().33×0.27 0.09B－6 ﾉノ

0.54×0．48 0．36×0.39P－7 B－RU 0.13 〃

0.64×0.60 0．37×0．38８

９

皿

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｐ

B－RU 0．21 ﾉノ

1.20×1.15r，－7
－ I 0.44×0．48 0.85 ﾉﾉ

0.07×0．060.46×0．38B 5 0．37 ノノ

V上面P-13 0．56×0．53 0.44×0．45C－5 0.28

P-14 C－7 0．42×0．38 0.32×0．31 0､14 〃

P 16 0．41×0．34 0.26×().23C－7 0.12 〃

TP-1 Ⅲ上部 長軸方向N-73.-WA－3 1.90×0.54 1.64×0．90 0.79

表5 遺構一覧（2）

規 模 （、）

(長さ×幅×厚さ） 確認面 土 器 ， 石器等
出 土 遺 物

遺構番号 発掘区 備 考

F－1 ⅡI上部D 9 1.59×0．20×0．06

同一ワ
▲ ＝ D 9 0．52×0．39×0．09 ’’

３

４

５

６

~
~
Ｆ
Ｆ
Ｆ
Ｆ

D－10 0.68×0．47×0．05 細片I
ノノ

D－lO 1.10×0．65×0．05 畑片3ノノ

D－10 0．38×0．27×0．04 ノノ

D－10 0．52×0.25×0．04 ノノ

F－7 D 10 0．86×0.15×0．06
ﾀ"

F 8 Ⅳ卜而D一 0．63×0．47×0．05 畑上ﾅ〃3

~ F 9 D－9 0.90×0．47×0.03 ”ず1 炭化種子同定

F－10 D 9 0．76×0．32×0．02 ノノ 〃

F－11 D－9 0.66×0．44×0．05 〃 〃

F－1り
』 凸凹 D－9 Ⅲ上部0．81×0．42×0．06 〃

万一
ユ
F－1q
ユ Lu Ⅳ上面D－9 0．53×0．12×0．03

F－14 D 9， ，－10 0．73×0．41×0．08 細ノナ6〃

F 15 D 10 0．63×0．25×0．02 Ⅲ上部

Ⅳ上面ヨ 16 E－8， E-9 2． 15×1．62×0.10 細片イ 炭化種子同定

F 17 F q
当 凹 0．40×0．19×0，06

F－18 両一q
~ V 1 .01×0.49×0.02 炭化種子同定

ノノ

F－19 B－2， C－2 1 ．04×0.48×0．05 細斥”
〃

F－20 IⅡ中部B－4， C－4 0.38×0．35×0．05

同一ワ1
L 凹且 1V上面D－10 1 .39×0．65×0．07 紐片3

Ⅲ中部F－22 戸一頁
し U IBx8細ﾅ21.07×0．57×0．14 剥片6細′掴6 炭化種子同定

F－23 C 4 0.35×(0.31）×0.03 Ⅳ上面 剥片1礫10紐月ザ7 〃

F 26 0.83×0．30×0.03B－9 〃

Ⅲ下部F－27 B－9 0.60×0.40×0．07 炭化種子同定

F－28 Ⅲ上部B－8 0.34×0．25×0．04 紐片2

F－29 Ⅲ下部B 9 0.50×0．23×0．05 炭化種子同定

F 30 Ⅳ上面C－8 3.38×1．67×0.08 紐片I ノノ

F－31 B－4 0．73×0.33×0．11 ’〃 ﾀ"

F－32 Ⅲ中部C 4， C－5 0.64×0．46×0．07 IBx4細片-4 細片-浬 〃

F 33 Ⅳ上面C－4 0.55×0，25×0.05 細岸10

F－34 C－4 0.51×0.43×0．04 紐ﾒﾅ13IBx4/／

Ⅲ下部F－35 C 4 0.46×0．42×0．03 剥片石器1 紐片“

Ⅳ卜而F－36 C－4 0.63×0.46×0．09 剥片2細片釘

F 37 lⅡ下部C－9， C－10 1.08×0．60×0．03 細上御

F－38 C 9 紐片40.66×0．29×0．02 〃

F－39 C－9． C－10 1.95×0.80×0．05

F－40 C 9 0．57×0．43×0．02 〃

F－41 C－10 0．82×0．40×0．04 〃

F－42 C－10， ，－10 0,59×0．34×0．01 細片5 炭化種子|司定〃

F－43 C 10 0.38×0．21×0.03 ﾉノ

Ⅲ中部F－44 C－10 0.35×0.24×0．02
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規 模 （、）

(長さ×幅×厚さ）

出 土

土 器 ’

遺 物

石器等
遺構番号 発掘区 確認面 備 考

Ⅲ中部C－10 0．43×0．17×0．03F 45

0．66×0．37×0．02 Ⅲ下部C－lOF 46

C－lO 0．58×0．35×0‘01F－47

B－10， C 10 0.63×0.47×0．02F－48 〃

B－9， B 10 0．99×0．51×0．02F－49
ﾀ"

B－10 0．97×0．23×0．02０

１

５

５
~~

Ｆ

Ｆ

グノ

B－9． B－10 0.67×0.35×0．06
ｸ"

B－9 0.37×0．30×0.02F－52

0.33×028×0~05F－53 B－10
ﾉﾉ

F－54 B－lO 0.56×0．25×0．01 〃

畑月・4B 10 1.21×0‘76×0．05５

６

５

５

Ｆ

Ｆ

'〃

鋤ﾉﾂｰ7B－10 0,78×0．41×0.09
ｸグ

畑＃261 .24×0．47×0．05B－10F－57

細月-20.44×0．33×0.07B－lOF－59
''

細吋／３

８

７

０

０

０

０

０

０

×

×

×

２

４

９

４

５

４

０

０

０

×

×

×

５

３

０

０

８

９

１

０

０

B－10F 60

細片・4B－10ヨ 61

紐月-2B－10２

３

６

６

Ｆ

Ｆ

〃

細月・4D－9 0.38×0．31×0.02 〃

細'ﾅ5D－9 0.48×0．34×0．03F 64
〃

細ナ2B－10， C－lO 0．51×0．35×0，05F 65
"〃

以下水洗選別実施せず0.44×0．28×0．03D 8F－66
ﾉノ

0,51×O~43×0．03C－lOF－67

0-47×0－28×0．02C－10F 68
'〃

0.57×0．22×0，04C 10F 69
''

1 ．09×0.65×0．08C 10F－70
'〃

1 .32×0.85×O~02C－9， C 10
戸 吋1

r－jl
ﾉノ

0.42×0．23×0．02F 72 C－10
ﾀノ

C－iO 0．39×0． 19×0．07F－73

0.33×0．19×0．02C－10F－74
〃

0.50×0.34×0．03C－lO
挿 句『=

r－ID
〃

出土遺物のうち斜体で示したものはフローテーション作業の残瘡から得られたものである。

表6 遺構別出土遺物一覧（住居跡・土擴．Tピット）

’
数 量数 量数 量 構

号蕊｜ 名 称 ｜ 分 類
遺
番

遺
番
構
号

名 称 分 類分 類名 称
覇十 床面覆土 床面覆十 床面

３３

Ⅲ

１ １

１

３つまみ付ナイフ

剥 片

P－9p－ワ
人 日

１
１
【

上 器 ４１

９

２

卯

２ ２IBx

lB3

ⅢA

不明

土 器

言4
口I

32雪」
口I 8

礫

剥 片

礫

甫|I 片

1

1

P－3 Ｊ

Ｑ

計 245 ２

計

たたき石
二~［

旨丁

言＋
ﾛI

胆
－
１
’
１

2H－1

たたき石

礫

剥 片

Uフレイク

１

１

０

１

５

p－11
L 里且P－8 ４

１

Ｘ

ｎ

Ｊ

Ｂ

Ｂ

ｌ

ｌ

土 器

TP－1 す り 石

礫

剥 片

１

１

１

差L

同I 5

剥 片

剥片石器

２

１｡｣

同I 密

量＋
pl 計3 ３

表7 遺構出土掲載土器一覧
翫
一
麩
〃
〃

分類挿 IXl 番号遺構番号層位 遺構番号 挿区I 番号 分類 層位分類遺構番号 ｜ 挿図 番号

図Ⅲ－4IXlⅡ1－2 P－9 IB4

〃

ノノ

２

３

４

覆土
／ノ

ノノ

ノノ

グノ

H－1 覆土

ノノ

6 Ｘ

刈

削

Ｂ

Ｂ

〃

〃

Ｉ

Ｉ

I叉|Ⅲ 2H 1 IBx１

２

３

４

５

８

９

ノノ

ノノ

ノノ

〃

図Ⅲ－1(）F 34 1 IBX

覆十図IⅡ 4P－9 IB4

表8 遺構出土掲載石器一覧

石材 ｜ 層 位重さ(9)長さ×幅×厚さ(cm)番号 名 称図

２

３

５

~
~
~

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

挿

図

図

図

号

１

２

’１

番

Ｐ

構

遺

Ｈ

Ｐ

Ｔ

挿図

HP-4覆土

覆土下部

覆 土

凝灰岩

珪質頁岩

砂 岩

たた き石

つまみ付ナイフ

す り 石

1．1

6.7

466.2

19．2×7．7×5．6

6．6×1．7×0.8

12．9×8．9×3．3

０

１

１

１

－42－



表9 フレイク集中出土掲載石器一覧

挿図 番号 名称 長さx幅x厚さ(cm) 重さ(9) 石 材 備 考発掘区 層位

図Ⅳ－9 めのう質頁岩
〃

珪質頁岩

ﾌﾚｲｸ集中①
〃

〃

９
０
２

１
２
２

×

×

×

３
７
５

２
２
４

０
５
６

~
~
~

１
０
０

１
２
３

スクレイパー
ノノ

〃

１
０
８

~
~
~

２
２
４

C－8－A
〃

ノノ

Ⅲ
〃
〃

表10包含層出士掲載実測土器一覧

挿図 番号 発掘区

C－4 A

層位 破片数 分類 大きさ(cm) 挿図 番号 発掘区 破片数 大きさ(cm)層位 分類

口径

底径(5.5）
器高(3.6）

Ａ

Ｄ
~~

Ｒ

Ｕ

Ｆ

【

Ｕ

Ｂ

Ｂ

８

７

２

６

２

３

径
径
高

口
底
器

Ⅲ

ノノ

１

７
64 ５Ⅲ IB4

図IV－6 66 IB4

図Ⅳ－6
口径一

底径7.0

器高(6.4）

臺斗

同’65 Ａ

Ｄ
~~
４

４
~~

Ｃ

Ｃ

Ⅲ

〃

２

９

8

IB4

三L

同’ 11

表11 包含層掲載土器一覧（拓影）

挿侠｜ 番号発掘区挿図 番号 発掘区 層位分類 挿図 番号 発掘区 層位 分類 層位 分類 挿1文I 番号｜ 発掘区 層位 分類

閃Ⅳ－4

2a

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

３

３

４

５

４

５

３

２

５

５

５

３

３

４

９

８

４

３

４

４

４

４

４

４

５

３

４

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｄ

似lIV－4 20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

図Ⅳ‐5 37

38

39

40

41

42

43

44

風倒木

Ⅲ

ノノ

ノノ

ノノ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

~~~~~~~~~~~~~~~

７

７

７

３

２

４

２

４

５

６

３

３

４

４

４

２

４

４

４

２

２

６

６

４

４

４

３

５

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

図Ⅳ－5Ⅲ

〃

〃

〃

〃

IA2

ノノ

lBx 図IV－7 74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

４

４

４

５

５

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

木

木

木

Ⅲ

〃

倒

Ⅲ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

倒

Ⅲ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

倒

Ⅲ

〃

〃

風

風

風

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ａ

~~~~~
~~~~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

０

Ｏ

Ｏ

０

３

５

５

１

４

４

６

９

６

５

８

１

６

６

７

４

４

４

４

４

３

３

６

９

１

８

４

１

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

~

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

lB3

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

３

６

１

９

８

４

７

８

８

８

８

８

８

３

４

３

９

４

４

４

８

９

３

３

３

４

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

リ Ⅱ,タ

ｂ

ｃ

ｄ

ａ

ｂ

３

４

６

２

２

２

５

５

″

〃

″

″

″

″

〃

ⅢA

ノノ

ノノ

ノノ

ノダ

ノノ

〃

ノノ

""

ノノ

ノノ

ノノ

Ⅳ

Ⅲ

〃

ノノ

ノノ

風倒木

Ⅲ

風倒木

″

″

〃
″

〃

″

″

〃

ノノ

ノノ

〃

風倒木

1V

Ⅲ

ノノ

ノノ

ｸグ

ノグ

ノノ

〃８

９

岨

Ⅲ

吃

喝

脚

賜

略

IA3

1〃

″

〃

″

〃

ノノ

〃

〃

〃

IB1

ⅢB

Ⅵ

ノノ

ノノ

lA1

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

〃

IBx

11

IBx

ノノⅣ

Ⅲ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

63ノノ

ノノ

""

ｸノ

７

８

６

６

６ＶＩＸIB3

ノノ

ノ／

〃

４口
し

〃

Ｉ ″

″

″

″

〃

″

〃
９

０

６

７ ⅡA

７

８

１

１

ノノ

ﾉノ

１

２

３

７

７

７

５

６

４

４ ＃ ：
ﾉﾉ ﾉﾉ

19 ﾀダ

表12包含層出土掲載石器一覧

挿図 番号 名 称 長さx幅x厚さ(cm) 重さ(9) 石材 発掘区 層位

図Ⅳ－10 石 鍼
〃

〃

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

石 錐

ナイフもしくは石槍
ノノ

ノノ

つまみ付ナイフ
ノノ

ノノ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

皿

皿

岨

昭

叫

3.9×1.1×2.2

4．7×1．3×0．5

(3.4)×1．1×0．4

(3~2)×l~4×0.4

3.2×1 ．1×0.4

(4~5)×1~5×0~6

2．4×1.5×2.2

5．0×1．7×0．9

(7~9)×2．2×0~7

8．1×3．3×O､8

(7.1）×2~0×0.6

6.3×1．8×0.5

8．9×3．6×0．6

8．9×4．0×10.3

黒曜石

珪質頁岩

５

８

３

５

０

６

３

７

５

３

０

６

０

９

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

０

２

１

１

１

３

１

７

２

３

８

５

１

５

１

２

２

３

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ａ

ｌ

一

二

一

一

ノ

ｎ

Ｕ

一

一

一

一

ｎ

Ｕ

１

玉

州

坐

原

Ｕ

４

坐

．

刈

哉

ノ

ー

１

川

袈

ｑ

Ｊ

４

生

別

４

○

白

－

１

Ｑ

Ｊ

~~~~~
~

~

~

~

~

~

~

~

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｅ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

木

Ⅲ

〃

〃

倒

Ⅲ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

“

風

石

岩

″

〃

〃

曜

牢

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黒

珪

43－



長さ×幅x厚さ(cm) | 重さ(9) | 石材 発掘区 ｜ 層位名 称挿図 番号

つまみ付ナイフ
ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

篦状 石 器
／ノ

スク レイパー

〃

〃

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

〃

〃

ノノ

〃

〃

つまみ付ナイフ
ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

篦状 石 器
／ノ

スク レイパー

〃

〃

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

〃

ノノ

ノノ

〃

〃

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

ノノ

ノノ

／ノ

ノノ

〃

〃

ノノ

〃

〃

》
っ
山
石
》
つ
四
石
》
っ
〕
石

の
率
の
霞
〃
の
〃
率
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

め

珪

め

珪

め

珪

》
っ
山
石
》
つ
四
石
》
っ
〕
石

の
率
の
霞
〃
の
〃
率
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

め

珪

め

珪

め

珪

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｃ

Ｂ

遇

，

、

孔

孔

Ｂ

↑

０

~

｜

↑

｜

｜

↑

０

｜

↑

０

↑

｜

~

｜

｜

↑

｜

↑

↑

｜

｜

》

』

’

０

｜

↑

｝

｜

』

｜
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付篇1 西桔梗l遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

付篇1 西桔梗1遣跡出土の黒曜石製遣物の原材産地分析

藁科哲男、東村武信

（京都大学原子炉実験所）

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行っている! ･2‘3)。

黒曜石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみられないが、不純物として含

有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元素分析を行い、 これを

産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あらかじめ、各原産地

ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散などと遺物のそれを

対比して産地を推定する。この際多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確立を求めて産地

を同定する。

蛍光X線分析法は試料を破壊せずに分析することができて、かつ、試料調整が単純、測定の操作も

簡単である。石器のような古代人の日用品で多数の試料を分析しなければ遺跡の正しい性格が分から

ないという場合にはことさら有利な分析法である。今回分析を行った試料は、函館市西桔梗1遺跡出

土の8個の黒曜石製遺物の産地分析の結果が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

黒曜石原石の風化面を打ち欠、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析装

置によって元素分析を行なう。主に分析した元素はK、Ca、Ti、Mn、Fe、Rb、Sr、Y、Zu、Nb

の各元素である。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、それで

もって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/k、Ti/k、Mn/Zr、Fe/Zr、Rb/Zr、Sr/

Zr、Y/Zr、Nb/Zrに比量をそれぞれ用いる。

黒曜石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州の各地に黒曜石の原産地は分布する。調査を終えた原産地を図1に示す。黒曜石原産地のほとん

どすべてがつくされている。元素組成の上から、 これら原石を分類すると表1に示すように99個の原

石群に分かれる。

ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地について記述すると、白滝地域の原産地は、北海

道紋別群白滝村に位置し、鹿砦北方2kmの採石場の露頭、鹿砦東方約2kmの幌加沢地点、また白

土沢などより転礫として黒曜石が採取できる。 この露頭からの黒曜石原石は白滝第一群にまとり、白

土沢の転礫は白滝第二群にまとまる。幌加沢よりの転礫の中で、 70％は幌加沢群にまとまるが、この

群は白滝第二群と一致し、元素組成から両群を区別できない。さらに、幌加沢産原石の30%は白滝第

一群に一致する。置戸産原石は、北海道常呂群置戸町の清水の沢林道より採取され、 この原石の元素

組成は置戸群にまとまる。 この原産地は、常呂川に通じる地域にあり、 この常呂川流域で黒曜石の円

礫が採取されるが現在まだ調査していない。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士幌町の十勝三股の
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卜三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、 この原石の元素組成は十勝三股群にまとまる。こ

の十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝川から採取される

黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と＃I互に近似している。また、 上士|幌町のサンケオル

ベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似している。 これら組成の

近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、 この遺物の原石産地が'一勝三股

群に同定されたとしても、 これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複数の地点を考えな

ければならない。 しかし、 この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の地域間の交流を考

察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追l11｣.にかけて広がる美蔓台地から

産出する黒曜石から2個の美蔓原石群が作られた。 この原石は産地近傍の遺跡で使用されている。名

寄｢|jの智|掴地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の|ﾘ礫が採集される。 これ

らを組成で分類すると88％は名寄第一群に、また12%は名寄第二群にそれぞれなる。旭川市の近文台、

嵐l l l遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、 20%が近文台第一群、 69%が近

文台第二群、 11%が近文台第三群それぞれ分類された。また、滝川市江別乙で採集される親指大の黒

曜石の礎は、組成で分類すると約79％が滝川群にまとまり、 21%が近文台第二、三群に組成が一致す

る。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも採取される。秩父別町の雨流川に

開折された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石が採取される。産出状況とか礫状

は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致し、第二群も滝川第二群に一致し

さらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡赤井川村の土木沢上流域およびこ

の付近のlll腹より採取できる。 ここの原石には、少球果のﾀl1が何層にも重なり石器の原材として良質

とはいえないものが多く、稀に球果の見られない、またあっても非常に少ない握り挙半分大の良質な

原石が少数みられた。 これら原石の元素組成は赤井川群にまとまる。豊泉産原石は豊浦町から産出し

使用圏は道南地方に広がり、一部は青森圏に伝播している。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長

浜の海岸部より採取された円礫の原石で作られた群で、 この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩

木山の西側を流れ鰺ケ沢地区に流入する中村川のl流で1点採取され、 また、青森市の鶴ケ坂および

西津軽群森田村鶴ばみ地区より採取されている。深浦群は青森県西津軽群深浦町の海岸とか同町の六

角沢およびこの沢筋に位置する露頭より採取された原石で作られた群である。深浦群と相互に似た群

は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。戸門第一群は赤井川産原石と弁

別は可能であるが両産地の原石の組成は比較的似ている。戸門産黒曜石の産l l I量は非常に少なく、ま

た大きさも石嫉が作れる程度である。
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結果と考察

遺跡から出土した石器、石片は風化しているが、黒曜石製のものは風化に対して安定で、表面に薄

い水和層が形成されているにすぎないため、表面の泥を水洗するだけで安全な非破壊分析が可能であ

ると考えられる。産地分析で水和層の影響は、軽い元素の分析ほど大きいと考えられるが、影響はほ

とんど見られない｡Ca/k、Ti/kの両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、 また除かず

に産地分析を行った場合同定される原産地に差はない。他の元素比量についても風化の影響を完全に

否定することができないので、得られた確立の数値にはやや不確実さを伴うが、遺物の石材産地の判

定を誤るようなことはない。

今回分析した西桔梗1遺跡の黒曜石製石器の分析結果を表2に示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。

説明を簡単にするためRb/Zrの一変量だけを考えると、表2の試料番号45000番の遺物ではRb/

Zrの値は0.935で、赤井川群の［平均値］±［標準偏差値］は、 0.969±0.060である。遺物と原石群

の差を標準偏差値（O）を基準にして考えると遺物は原石群から0.60離れている。 ところで赤井川

原産地から100ケの原石を採ってきて分析すると、平均値から±0.60のずれより大きいものが55個あ

る。すなわち、 この遺物が、赤井川群の原石から作られていたと仮定しても、 0．6O以上離れる確率

は55％であると言える。だから、赤井川群の平均値から0.6oしか離れていないときには、 この遺物

が赤井川群の原石から作られたものでないとは、到底言い切れない。 ところがこの遺物を白滝第1群

に比較すると、白滝第1群の平均値からの隔たりは、約7Oである。 これを確立の言葉で表現すると、

白滝第1群の原石を採ってきて分析したとき、平均値から70以上離れている確立は、一千万分の一

であると言える。 このように、一千万個に一個しかないような原石をたまたま採取して、 この遺物が

作られたとは考えられないから、 この遺物は、白滝第1群の原石から作られたものではないと断定で

きる。これらのことを簡単にまとめて言うと、 「この遺物は赤井川群に55％、白滝第1群に十万分の

一％の確立でそれぞれ帰属される｣。各遺跡の遺物について、 この判断を表1のすべての原石群につ

いて行ない、低い確率で帰属された原石群を消していくと残るのは、赤井川群だけとなり、赤井川産

地の石材が使用されていると判定される。実際はRb/Zrといった唯1ケの変量だけでなく、前述し

た5ケの変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えばA原産地のA群で、

Ca元素とRb元素との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなと

きは、A群の石材で作られた遺物であれば、A群と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量も

一致するはずである。 したがって、もしRb量だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属

していないと言わなければならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考盧した

多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行なるホテリングのT2検定である。これによっ

て、それぞれの群に帰属する確立を求めて産地を同定する‘､ 5)。西桔梗1遺跡より出土した黒曜石製

遺物の産地推定の結果を表3に示す。原産地は確立の高い産地のものだけを選んで記した。原石群を

作った原石試料は直径3cm以上であるが、多数の試料を処理するために、小さな遺物試料の分析に

多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。 このため、得られた遺物の測定値

には、大きな誤差範囲が含まれ、 ときには、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくなる。

したがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界としている0.1%に達しない確

立を示す場合が比較的多くみられる。 この場合には、原石産地（確立）の欄の確立値に替えて、マハ

ラノビスの距離D2の値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さ
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付篇l 西桔梗l遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

なD2値で、 この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ていると言えるため、推定

確立は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断されたものである。赤井川および十勝

産原石を使用した遺物の判定は複雑である。 これは青森市戸門地区より産出する黒曜石の組成は、青

森県の深浦群に似る戸門第二群と北海道の赤井川および十勝三股群に似る組成の戸門第一群で構成さ

れているために、統計処理により同定される原石群が戸門原産地と赤井川または十勝産地、またこれ

ら3ケ所の原産地に同時に同定される場合がしばしば見られる。戸門産地の原石が使用されたか否か

は、一遺跡で多数の遺物を分析し戸門第1群と第2群に同定される頻度を求め、 これを戸門産地にお

ける第1群(50%)と第2群(50%)の産出頻度と比較し戸門産地の原石である可能性を推定する。

今回分析した遺物のなかに全く戸門第2群に帰属される遺物が見られないことから戸門産地からの原

石は使用されなかったと推測できる。 しかし、赤井川産原石と十勝産原石を使用した遺物の産地分析

では、帰属確立の差が十分の一～百分の一がほとんどで、遺物の中には、赤井川群と十勝三股群の帰

属確立の差がほとんどない遺物があり原石産地の特定に苦慮するときがあり、 この場合は、客観的な

産地分析方により赤井川産または十勝産と限定したうえで、肉眼観察により遺物と似た原石が赤井川

産地もしくは十勝産地のいずれに多いかを考慮して原石産地を判定した遺物も一部ある。分析した西

桔梗1遺跡の8個の原産地別の使用頻度を見ると赤井川産が88％（7個）で最も多く、十勝産で12%

(1個）であった。

参考文献

1） 薬科哲男・東村武信（1975)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定（Ⅱ)。考古学

と自然科学, 8 : 61-69

2） 藁科哲男・東村武信・鈴木義昌（1977)， （1978)，蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産

地推定（Ⅲ)。 （Ⅳ)。考古学と自然科学， 10,11 ： 53－81 ： 33－47

3） 藁科哲男・東村武信（1983)，石器原材の産地分析。考古学と自然科学， 16 ： 59－89

考古学と自然科学, 8 : 61-69

4）東村武信(1976),産地推定における統計的手法。考古学と自然科学, 9 : 77-90

5） 東村武信(1990),考古学と物理化学。学生社

－49－



表
1
－
1
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

ユ ． 誠 」 目 許 討 岸 睦 雲 匡 片 ｅ 犯 謁 酎 睦 陸 雪 ｅ 詞 茸 蹄 苦 宰 諦

Ｋ ぴ

／ 士

． １ ｌ ｘ

Ｓ

A
l
/
K

文
±
(了

N
b
/
Z
I

又
±
ぴ

Ｉ
Ｚ Ｏ

／ ＋ ｜

Ｙ ｜ ×

ｒ
Ｚ ぴ

／ 士

ｒ ｌ ｘ

Ｓ
ｒ
Ｚ ぴ

／ 士

ｂ ｌ ｘ

Ｒ
ｒ
Ｚ ぴ

／ 土

ｅ － Ｘ

Ｆ

M
n
/
Z
r

又
±
ぴ

析 数
分 個

Ｋ ぴ

／ ＋ ’

１ ｜ Ｘ

Ｔ 聾

ｒ ~ ~

原
産
地

原
石
群
名

Ｋ ぴ

／ 十 一

ａ － ｘ

ｎ ）

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 士 土 士 士 十 一 士 士 士 十 一 十 一

１ １ ４ ９ ８ ７ ２ ３ ４ １ ０ ３ ２ ６ ２ ９ １ ９

５ ０ ７ ６ ６ ５ ４ ４ ３ ７ ７ ９ １ ９ ４ ４ ７ ６

４ ４ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４ ３ ４ ４ ３ ４

０ ０ ０ ７ ６ ８ ９ １ ３ ０ ３ １ ０ ３ ５ ９ ９ ３

１ １ １ ０ ０ ０ ０ １ １ １ ２ ３ １ １ １ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
2

0
.
0
鋤
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
,
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
9
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
5
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
4
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
2
±
0
.
0
0
4

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
3

0
.
0
2
5
±
0
.
0
0
3

0
.
0
3
0
±
0
.
0
0
4

0
.
0
3
0
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
9
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
4
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
2
±
0
.
0
0
2

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 一 土 土 十 一 士 士 士 十 一 十 一 士 士 十 一 土 十 一 十 一 士 十 一

４ ９ ３ ３ ７ ９ １ ８ ３ ７ ８ ２ ４ ４ ９ ８ ８ ５

２ ３ ７ ０ ０ ３ ４ ７ ２ ２ ３ ３ ４ ６ ３ ３ ５ ２

０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

６ ０ ６ ７ ９ ６ ９ ８ １ ６ ８ ３ ０ ５ ３ ２ ３ ７

１ ２ ２ ２ １ １ １ ０ ２ １ １ ２ ２ ２ ２ ２ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 士

０ ３ １ ０ ２ ５ ７ ９ ５ ７ ３ ２ ９ ４ ９ ７ ９ ７

２ ９ ４ ７ ９ ６ ９ ９ ３ ９ ３ ９ ７ ３ ９ ９ ４ ５

１ ２ ３ ４ ４ １ １ １ ２ １ ２ １ １ ３ １ １ ２ １

７ ８ ０ ７ ９ ０ ４ ９ ４ ６ ９ ６ ３ ９ ９ ６ ４ ０

１ １ ３ ３ ３ ２ ２ ３ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
3
2

0
4
3

0
5
9

0
7
7

0
8
8

0
3
1

0
3
7

0
6
8

0
3
7

0
4
2

0
4
5

0
1
9

0
3
4

0
5
5

0
6
1

0
4
0

0
6
0

0
2
7

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 土 十 一 十 一 土 十 一 十 一 士 士 十 一

４ ４ ３ ４ ７ １ ８ ５ ８ ８ ９ ２ ４ ４ ７ ４ ８ ７

７ ６ ８ ０ ９ ４ １ １ ５ ０ ５ １ ５ ３ ０ ６ ２ ０

５ ２ ２ １ ０ ９ ８ ８ ４ ８ ４ ８ ４ ４ ７ ７ ４ ６Ｇ ● ● ｂ ● 幸 ● ｂ ● ① ◆ ① ● 申 、 。 ■ 寺

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ７ ９ ０ ６ ０ ４ ２ ３ ２ ５ ９ ０ ３ ４ １ １ ８

２ １ １ １ １ ３ ３ ４ ２ ３ ２ １ ２ ２ ４ ５ ２ ２

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 士 士 士 士 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一

４ ２ ０ ４ ５ ４ ２ ４ ５ ５ ７ ２ ４ ７ ２ ２ ９ ８

１ ９ ４ ９ ５ ０ １ １ ９ ０ １ ０ ２ ９ ０ ６ ６ ３

６ ６ ３ ７ ８ ６ ８ ８ ９ ８ ０ ８ ８ ０ ８ ７ ９ ４

０ ０ １ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 十 一 士 士 士 士 十 一 土 十 一 士 士 十 一 士 十 一 士 士 士

１ ６ ４ ５ ９ ６ ３ ５ ４ ０ ３ ０ ３ １ ５ ８ ３ ４

１ ９ １ ７ ４ ６ ７ ６ １ ５ １ ４ １ ８ ３ ２ １ ６

０ ７ ７ ９ ０ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ７ ８ ２ ６ ０ ２ ７

３ ０ ２ ２ １ ７ ７ ５ ８ ９ ０ ２ ２ ７ １ １ ４ ２

６ ７ ４ ０ ８ １ ９ ２ ６ ９ ９ ７ ６ ８ ８ ５ ０ ７

０ ０ １ １ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一 十 一 十 一 土

５ ３ ９ ９ ２ １ ７ ６ ８ ０ ７ ８ ５ ８ ２ ６ ６ ０

３ ２ ７ ９ ０ ８ ６ ６ ７ ７ ７ ６ ４ ６ ５ ５ ８ ６

０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

７ ５ ３ ５ ５ ０ ０ ４ １ １ ９ ９ ８ ０ ０ ０ ０ ５

０ ０ １ １ １ １ ９ １ １ １ ０ ０ ０ １ １ １ １ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ １ ２ ２ ３ ３ ２ ２ １ ２ １ ２ １ ２ ２ ３ ２ １

1
2
1
±
0
.
0
0
5

1
0
6
±
0
.
0
0
3

0
6
1
±
0
.
0
0
3

0
2
3
±
0
.
0
0
1

0
2
1
±
0
.
0
0
2

1
6
5
±
0
.
0
0
6

0
9
9
±
0
.
0
0
5

0
9
8
±
0
.
0
0
5

1
2
2
±
0
.
0
0
6

0
9
8
±
0
.
0
0
5

1
2
2
±
0
.
0
0
6

0
9
8
±
0
.
0
0
5

1
2
8
±
0
.
0
0
5

0
7
4
±
0
.
0
0
5

1
2
4
±
0
.
0
0
7

1
4
4
±
0
.
0
1
2

0
7
0
±
0
．
0
0
4

1
4
8
±
0
．
0
0
7

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

北
海
道
名
寄
第
一

〃
第
二

白
滝
第
一

幌
加
沢

白
滝
第
二

近
文
台
第
一

〃
第
二

〃
第
三

秩
父
別
第
一

〃
第
二

滝
川
第
一

〃
第
二

置
戸

十
勝
三
股

美
蔓
第
一

〃
第
二

赤
井
川

豊
泉

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ’ 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 士 士 十 一 士 十 一

８ ５ ３ ９ ８ ９ ７ ４ ９ ６ ３ ０ ６ ６ ９ ３ ４ ３

７ １ ７ ３ ３ １ １ １ ４ ０ ５ １ ２ ５ ９ ９ ５ ７

４ ３ １ １ １ ８ ５ ５ ２ ５ ２ ５ ３ ２ ４ ５ ２ ４も Ｇ 令 ● ◆ ｅ や 。 ● ◆ ① ◆ ● ● ■ ① ④ 。

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

’ ’ ４ ９ ４ ３ １ ２ ７ ６ ８ ５ ８ ８ ０ ６ ９ ９

１ １ １ ０ ０ １ １ １ １ １ １ １ ０ １ ２ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

４ ２ ０ ３ ７ ０ ７ ７ １ ５ １ ５ ５ ０ １ ８ ０ ５

１ １ ３ ２ ２ ３ ０ １ ５ ２ ３ １ ６ ６ ４ ２ ５ ７１ １ １

１ ９ １
0.
19
0±
0.
01
5

0.
07

5±
0.

00
3

0.
04
0±
0.
00
8

1.
57
5±
0.
06
6

1.
24

1±
0.

04
6

0.
31

8±
0.

01
4

0.
14

1±
0.

03
3

0.
07

6±
0.

02
1

0.
02

4±
0.

00
2

0.
34
8±
0.
01
0

0.
34
6±
0.
02
2

0.
13

2±
0.

00
7

0.
23

1±
0.

01
9

2.
26

8±
0.

08
5

0.
86
5±
0.
04
4

1.
10

6±
0.

05
6

0.
39

9±
0.

03
8

0.
17

9±
0.

03
1

0.
03

8±
0.

00
3

0.
49

9±
0.

01
3

0.
08

0±
0.

00
8

0.
09

7±
0.

01
1

0.
01

3±
0.

00
2

0.
69

7±
0.

02
1

0.
12
8±
0.
00
8

0.
00

2±
0.

00
2

0.
06
4±
0.
00
7

0.
03

5±
0.

00
4

0.
02

6±
0.

00
2

0.
37
9±
0.
01
0

0.
25

0±
0.

02
4

0.
06

9±
0.

00
3

0.
06

8±
0.

01
2

2.
35

8±
0.

25
7

1.
16

8±
0.

06
2

0.
52

1±
0.

06
3
0.
27
7士
0.
06
5
0.
07
6±
0.
02
5
0.
02
6±
0.
00
2
0.
36
2±
0.
01
5

0.
08
4±
0.
00
6
0.
10
4±
0．
00
4
0．
01
3±
0.
00
2
0.
69
1±
0.
02
1
0.
12
3±
0.
00
6
0.
00
2±
0.
00
2
0.
06
9±
0.
01
0
0.
03
3±
0.
00
5
0.
02
5±
0.
00
2
0.
36
9±
0.
00
7

0.
34
4±
0.
01
7
0.
13
2±
0.
00
7
0.
23
2±
0.
02
3
2.
26
1±
0.
14
3
0.
86
1±
0.
05
2
1.
08
1±
0.
06
0
0.
39
0±
0.
03
9
0.
18
6±
0.
03
7
0.
03
7±
0.
00
2
0.
49
6±
0.
01
8

0.
29
3±
0.
00
7
0.
08
7±
0.
0"
0.
22
3±
0．
01
5
1．
63
7±
0.
07
2
1.
51
2±
0.
08
2
0.
92
0±
0.
05
4
0.
28
7±
0.
04
2
0.
12
5±
0.
03
1
0.
02
7±
0.
00
2
0.
36
2±
0.
00
6

0.
63
6±
0.
03
3
0.
18
7±
0.
01
2
0､
05
2±
0.
00
7
1.
76
4±
0.
06
1
0.
30
5±
0.
01
6
0．
43
1±
0.
02
1
0.
20
9±
0．
01
6
0.
04
5±
0.
01
4
0.
04
1±
0.
00
3
0.
59
4±
0.
01
4

0.
61
5±
0.
05
5
0.
18
0±
0.
01
6
0.
05
8±
0.
00
7
1.
75
1±
0.
06
2
0.
30
6±
0.
03
3
0.
42
1±
0.
05
1
0､
22
8±
0.
07
9
0.
04
5±
0.
01
1
0.
04
1±
0.
00
5
0.
59
4±
0.
05
5

0.
59
6±
0.
04
6
0.
17
7±
0.
01
8
0.
05
6±
0.
00
8
1.
74
2i
0.
07
2
0.
31
4±
0.
01
9
0.
42
0±
0.
02
5
0.
22
0±
0．
01
6
0.
04
4±
0.
01
3
0.
04
1±
0.
00
3
0.
58
6±
0.
03
0

0.
28
5±
0.
02
1
0.
12
3±
0.
00
7
0.
18
2±
0.
01
6
1.
90
6±
0.
09
6
0.
96
6±
0.
06
9
1.
02
2±
0.
07
1
0.
27
6±
0.
03
6
0.
11
9±
0.
03
3
0.
03
3±
0.
00
2
0.
44
3±
0.
01
4

折
腰
内

出
来
島

深
浦

戸
門
第
一
〃
第
二

鵺
ケ
坂

青
森
県

５ ７ ６ ８ ８ ３

３ ２ ３ ２ ２ ３

男
鹿

秋
田
県

4
3

岩
手
県
雫 折 花

石 居 泉

５ ２ ０

２ ２ ３

山
形
県
月

山
4
4

佐
渡
第
一

〃
第
二

上
石
川

板
山

大
白
川

新
潟
県

４ ２ ５ ４ ２

３ １ ４ ４ ２

2.
17
4±
0.
06
8

0.
34

9±
0.

01
7

0.
05

7±
0.

00
5
2.
54
4±
0．
14
9
0．
11
6±
0.
00
9
0.
65
8±
0.
02
4
0.
13
8±
0．
01
5
0．
02
0±
0．
01
3
0．
07
3±
0.
00
3
0.
95
6±
0.
04
0

4.
82
8±
0．
39
5
1．
63
0±
0．
10
4
0．
17
8±
0．
01
71
1．
36
2±
1．
15
0
0．
16
8±
0．
01
8
1．
29
8±
0.
06
3
0.
15
5±
0．
01
6
0．
03
7±
0．
01
8
0．
07
7±
0．
00
2
0．
72
0±
0.
03
2

宮
城
県

’湯 塩
倉 釜

１ ７

２ ３

ぴ
：
標
準
偏
差
値

又
：
平
均
値



表
1
－
2
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
産
地

原
石
群
名

分
析

個
数

Ｋ ぴ

／ 士
ａ ｌ Ｘ

Ｃ
腐 心 ぴ

／ ＋ ’

・ １ ｌ ｘ

Ｉ
ｒ
庁 乙 ぴ

／ ＋ ｜

ｎ ｌ Ｘ

Ｍ
ｒ
Ｚ ぴ

／ 土

ｅ ｌ ｘ

Ｆ
ｒ
Ｚ ぴ

／ 土

ｂ ｌ ｘ

Ｒ
Ｙ Ｌ
７ 』 ぴ

／ ／ 十 一

ｒ ｌ ｘ

Ｓ
Y
/
Z
r

又
±
ぴ

N
b
/
Z
r

文
士
ぴ

A
l
/
K

文
士
ぴ

S
1
/
K

文
士
ぴ

栃
木
県
高
原
山
40

1
0.
73
8±
0.
06
7
0.
20
0±
0.
01
0
0.
04
4±
0.
00
7
2.
01
6±
0.
11
0
0.
38
1±
0.
02
5
0.
50
2±
0.
02
8
0.
19
0±
0.
01
7
0.
02
3±
0.
01
4
0.
03
6±
0.
00
2
0.
51
6±
0.
01
2

東
京
都
神
聿
島
第
一

〃
第
二

６ ３

－ り ２

0.
38
1±
0.
01
4
0､
13
6±
0．
00
5
0.
10
2±
0.
01
1
1．
72
9±
0.
07
9
0.
47
1±
0.
02
7
0.
68
9±
0.
03
7
0.
24
7±
0.
02
1
0.
09
0±
0.
02
6
0.
03
6±
0.
00
3
0.
50
4±
0.
01
2

0.
31
7±
0.
01
6
0.
12
0±
0.
00
8
0.
11
4±
0.
01
4
1.
83
3±
0．
06
9
0.
61
5±
0.
03
9
0.
65
6±
0.
05
0
0.
30
3±
0.
03
4
0.
10
7±
0.
02
6
0.
03
3±
0.
00
2
0.
47
1±
0.
00
9

神
奈
川
県

苧
瀧
｜

鍛
冶
屋
’

０ １ １

３ ４ ３

6
.
7
6
5
±
0
.
2
5
4

2
.
0
5
6
±
0
．
0
6
4

1
.
6
6
3
±
0
.
0
7
1

2
.
2
1
9
±
0
．
0
5
7

0
．
6
6
9
±
0
.
0
1
9

0
.
3
8
1
±
0
.
0
1
9

０ ０ ０

＋ ’ 十 一 十 一

８ ６ ６

２ ７ ５

２ ０ ０◆ ● ◆

０ ０ ０

９ ７ ７

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

２ ２ ９

８ １ ３

２ ９ １

９ ２ ２

２ ４ ７

２ ０ ９

６ １ ０

０ ０ ０

0
4
8
±
0

0
6
2
±
0

0
7
3
±
0

1
.
7
5
7
M

0
.
6
8
0
±
0

0
．
6
2
9
±
0

７ ７ ８

皿 叩 叩

１ ９ ５

６ ２ ２

０ ０ ０

2
5
2
±
0
.
0
1
7

2
0
2
±
0
．
0
1
1

1
5
4
±
0
．
0
0
9

０ ０ ０

0
.
0
2
5
±
0
．
0
1
9

0
.
0
1
1
±
0
．
0
1
0

0
．
0
1
1
±
0
．
0
0
9

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

０ ０ ７

４ ８ ６

１ ０ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

＋ 一 士 士

８ ６ ４

２ ２ ０５ １ ９

８ ５ ５

０ ０ ０

０ ０ ０

６ １ ０

４ ３ ２

０ ０ ０

１ １ ０

静
岡
県

~

上
多
賀

柏
峠
西

１ ５３ ３
1.
32
9±
0.
07
8

0.
29
4±
0.
01
8

0
.
0
4
1
±
0
.
0
0
6

1
.
6
9
7
±
0
,
0
6
8

0.
08

7±
0.

00
9

0
.
5
5
1
±
0
.
0
2
3

0.
1
3
8
±
0
.
0
1
1

0
.
0
1
0
±
0
.
0
0
9

0.
05
9~
0.
00
4

0
.
8
5
6
±
0
.
0
1
8

1
.
2
1
3
±
0
.
16
4

0
.
3
1
4
±
0
.
0
2
8
0．
03
1±
0.
00
4
1.
69
9±
0.
16
7
0.
11
3±
0.
00
7
0.
39
1±
0.
02
2
0.
14
3±
0.
00
7
0.
00
9±
0.
00
9
0.
04
7±
0.
00
4
0.
66
3±
0.
02
0

0.
27
8±
0.
01
3
0.
06
5±
0.
00
4
0.
06
4±
0､
00
8
2.
08
4±
0.
09
5
0.
90
6±
0.
05
7
0.
64
1±
0.
04
6
0､
19
4±
0.
01
4
0.
10
2±
0.
02
1
0.
02
7±
0.
00
2
0.
37
2±
0.
00
9

富
山
県

ｳ
署
1
千

佳
I
J
1
、
、

1
，

1
ム

’
石
川
県
H‐

那
土
写

17
1
0.
37
0±
0.
01
4
0.
08
7±
0.
00
4
0.
06
0±
0.
00
9
2.
69
9±
0.
16
7
0.
63
9±
0.
02
8
0.
53
4±
0.
02
3
0.
17
2±
0.
02
8
0.
05
2±
0.
01
8
0.
03
2±
0.
00
2
0.
39
6±
0.
01
7

福
井
県

島 山
田 圭

安 三
１ １
２ ２

0
.
4
0
7
±
0
.
0
0
7

0
.
1
2
3
±
0
.
0
0
5

0
.
0
3
8
±
0
.
0
0
6

1
.
6
2
8
±
0
.
0
5
1

0
.
6
4
3
±
0
.
0
4
1

0
.
6
7
5
±
0
.
0
3
0

0
.
1
1
3
±
0
.
0
2
0

0
.
0
6
1
±
0
.
0
1
6

0
.
0
3
2
±
0
.
0
0
2

0
.
4
5
0
±
0
.
0
1
0

0
.
3
5
0
±
0
.
0
1
8

0
.
1
2
3
±
0
.
0
0
8

0
.
0
3
6
±
0
.
0
0
6

1
.
5
6
1
±
0
.
0
8
1

0
.
6
0
8
±
0
.
0
3
1

0
.
7
9
8
±
0
.
0
3
9

0
.
0
6
9
±
0
.
0
2
0

0
.
0
6
2
±
0
.
0
1
3

0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
2

0
.
3
8
1
±
0
.
0
0
8

~

ｌ 望 Ｉ

群
馬
県
大
窪
沢
4
2
1.
48
1±
0.
11
7
0.
46
6±
0､
02
1
0.
04
2=
t0
.0
06
2.
00
5±
0.
13
5
0.
18
2±
0.
01
1
0.
84
1±
0.
04
4
0.
10
5±
0.
01
0
0.
00
9±
0.
00
8
0.
03
3±
0.
00
5
0.
45
9±
0.
01
2

謬
予
県

田 〃 〃 〃 〃 〃 山

霧 和 鷹 男 麦 双

ケ
峰

峠
第
一
第
二

第
三

第
四

第
五

第
六

・
和
田

女
倉

草
峠
子
池

0
.
1
3
8
±
0
.
0
0
9

0
.
1
6
7
±
0
.
0
2
8

0
.
1
4
6
±
0
.
0
0
3

0
.
2
4
8
±
0
.
0
4
8

0.
1
4
4
±
0
.
0
1
7

0
.
1
7
6
±
0
.
0
1
9

0
.
1
5
6
±
0
.
0
1
1

0
.
1
3
8
±
0
.
0
0
4

0
.
2
2
3
±
0
.
0
2
6

0
.
2
6
3
±
0
.
0
2
0

0
.
2
4
6
±
0
.
0
3
5

１ ３ ７ ２ ７ ７ ３ ３ ９ ８ ４７ ４ １ ６ ３ ４ ５ ５ １ ６ ８

１ １ １

0
.
0
6
6
±
0
.
0
0
3

0
.
0
4
9
±
0
.
0
0
8

0
.
0
3
2
±
0
.
0
(
B

0
.
0
6
4
±
0
.
0
1
2

0
.
0
6
3
±
0
.
0
0
4

0
.
0
7
5
±
0
.
0
1
0

0
.
0
5
5
±
0
.
0
0
5

0
.
0
4
2
±
0
.
0
0
2

0
.
1
0
2
±
0
.
0
1
0

0
.
1
3
8
±
0
.
0
1
1

0
.
1
3
6
±
0
．
0
1
0

0
,
3
6
1
±
0
．
0
1
3

0
.
3
5
5
±
0
．
0
1
6

0
．
3
6
8
±
0
．
0
0
7

0
.
3
4
8
±
0
．
0
1
7

0
.
3
3
1
±
0
．
0
1
9

0
.
3
0
6
±
0
．
0
1
3

0
．
3
1
3
±
0
．
0
1
2

0
.
3
6
0
±
0
.
0
1
0

0
.
3
5
4
±
0
.
0
0
8

0
.
4
0
1
±
0
．
0
1
7

0
．
2
9
1
±
0
.
0
0
8

0
.
2
6
9
±
0
.
0
1
7

0
.
2
5
8
±
0
．
0
0
6

0
.
3
1
7
±
0
.
0
0
6

0
．
1
0
4
±
0
．
0
1
1

0
.
1
1
7
±
0
．
0
1
1

0
.
1
5
1
±
0
.
0
1
0

0
.
1
1
4
±
0
．
0
1
1

0
．
0
9
4
±
0
．
0
0
9

0
．
0
7
3
±
0
．
0
1
1

0
．
0
9
5
±
0
．
0
1
2

0
.
1
2
3
±
0
.
0
1
0

0
.
0
5
9
±
0
.
0
0
8

0
.
0
4
9
±
0
.
0
0
8

0
.
0
5
4
±
0
.
0
0
9

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 士 十 一 十 一 十 一 士 十 一 土 十 一 士

９ ６ １ ０ ３ ２ ３ ９ ９ ３ ６

３ ４ ６ ２ ７ ８ ３ ５ ６ ０ ８

３ ３ ４ ５ ３ ２ ３ ２ １ ４ ４

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １

印 踊 羽 艶 踊 師 別 姐 別 的 別

〔 Ⅱ Ｕ ｎ Ｕ （ 川 Ｕ １ Ｉ 上 〔 Ⅱ Ｕ ｎ Ｕ ｎ Ｕ 〔 Ⅱ Ｕ 〔 Ⅱ Ｕ 〔 Ⅱ Ｕ ４ ｌ １

1
.
0
7
6
±
0
.
0
4
7

1
.
8
5
3
±
0
.
1
2
4

2
.
4
4
9
±
0
.
1
3
5

1
.
6
7
3
±
0
.
1
4
0

1
.
3
1
1
±
0
.
0
3
7

1
.
0
5
3
±
0
.
1
9
6

1
.
5
2
3
±
0
.
0
9
3

1
.
9
7
8
±
0
.
0
6
7

0
.
7
0
1
±
0
.
1
0
9

0
.
5
3
2
±
0
.
0
4
8

0
.
6
6
5
±
0
.
0
5
6

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 士 士 十 一 十 一 十 一 十 一 士 士

０ ２ ６ ４ ６ ５ ４ ５ ９ ４ ２

６ １ ３ ７ ０ ７ ３ ４ ０ ６ ８

３ １ ０ ２ ２ ２ １ ０ ４ ７ ７● ◆ ● 。 ｂ ● ① ■ ■ ① ｂ

Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

0
．
2
7
5
±
0
.
0
3
0

0
．
4
0
9
±
0
.
0
4
8

0
．
5
1
7
=
t
0
.
0
4
4

0
.
3
7
4
±
0
,
0
4
8

0
．
2
6
3
±
0
.
0
3
8

0
.
1
8
4
±
0
．
0
4
2

0
．
2
7
9
±
0
.
0
3
9

0
.
4
4
2
±
0
.
0
3
9

0
．
1
2
8
±
0
.
0
2
4

0
.
1
0
1
±
0
.
0
1
8

0
．
1
1
6
±
0
．
0
2
3

３ ６ ２ ４ ０ ８ １ ０ ２ １ １

２ ５ １ ０ ３ ５ ３ １ ５ ３ ７

０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
1
1
2
±
0
.
0
2
3

0
.
1
3
9
±
0
.
0
2
6

0
.
1
8
6
±
0
．
0
2
5

0
.
1
2
2
±
0
.
0
2
4

0
.
0
9
0
±
0
．
0
2
2

0
.
0
6
6
±
0
.
0
2
3

0
.
0
1
0
±
0
.
0
1
7

0
.
1
4
2
±
0
.
0
2
2

0
．
0
5
3
±
0
.
0
1
7

0
.
0
5
6
±
0
.
0
1
6

0
.
0
3
7
±
0
．
0
2
6

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
5
士
0
.
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
5
±
0
.
0
0
3

0
.
0
2
3
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
1
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
1
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
9
±
0
.
0
0
2

0
.
0
1
8
士
0
.
0
0
4

毒 那 ］ 圏 誰 落 ご 叫 雲 匪 圭 Ｓ 犯 嗣 餉 睦 蹄 彗 Ｓ 詞 茸 隅 苦 印 葦

島
根
県
加 津 久

茂 井 見

０ ０ １

２ ３ ３

0
.
1
5
4
±
0

0
.
1
5
0
±
0

0
.
1
4
2
±
0

８ ８ ４

０ ０ ００ ０ ０

９ ３ ２０ ０ ００ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 ’ 十 一

２ ０ １

９ ０ ６

０ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

十 一 十 一 十 一

８ ５ ０１ １ ２

０ ０ ０。 ● ①

０ ０ ０

３ ２ ３

０ ０ ０

０ ０ ０

0
．
9
4
3
±
0
．
0
2
9

0
．
9
1
9
±
0
.
0
3
3

0
.
9
8
1
±
0
.
0
4
8

０ ０ ０

＋ ’ 十 ’ 十 一

９ ５ ８

８ ０ ９

２ ３ ３

０ ０ ０

士 士 十 一

６ ３ １

０ １ ０

０ ０ ０

０ ０ ０

６ ０ ３

１ １ １

０ ０ ０

０ ０ ０

３ ３ ２０ ０ ０

０ ０ ０

0
．
0
4
7
±
0
.
0
1
0

0
.
0
4
6
±
0
,
0
1
3

0
.
0
9
3
±
0
.
0
1
5

０ ０ ０

９ ７ ０

Ⅲ 叩 Ⅲ

0
．
0
2
2
±
0

0
.
0
2
2
士
0

0
.
0
2
3
±
0

０ ０ ０

＋ ｜ ＋ ｜ 士

４ ２ ９

４ ３ ２１ １ ２

１ １ ２

０ ０ ０

０ ０ ０

大
分
県
観
音
崎

両
瀬
第
一

＊
〃
第
二

＊
〃
第
三

＊
オ
イ
崎

＊
稲
積

塚
瀬

１ ３ ２ ０ ９ ５ ０

４ ３ ３ １ ２ ２ ３

0
.
2
1
6
±
0
.
0
1
7

0
.
2
2
1
±
0
.
0
2
1

0
.
6
3
4
±
0
.
0
4
7

1
.
0
1
3
±
0
.
1
4
0

1
.
0
7
4
±
0
,
1
1
0

0
.
6
5
3
±
0
．
0
6
6

0
．
3
1
3
±
0
.
0
2
3

0
.
0
4
5
±
0
.
0
0
3

0
.
0
4
5
±
0
.
0
0
3

0
.
1
4
0
±
〔
)
.
0
1
3

0
.
2
1
1
±
0
.
0
2
6

0
.
2
2
4
±
0
,
0
2
4

0
.
1
4
1
±
0
.
0
1
6

0
.
1
2
7
±
0
.
0
0
9

７ １ ６ ６ ２ ０ ０

５ ６ ２ １ １ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 十 一 十 一 十 一 士 十 一

（ 別 Ｕ ｎ Ｕ ４ ４ Ａ 八 ｈ Ｕ ｏ ム （ ｕ ｕ Ｆ 『 Ｊ

ｎ 〃 ム 戸 ｎ Ｊ ハ ｕ Ｊ ｎ 〃 今 、 ク ム ハ バ ｕ Ｒ Ｕ

● 月 哉 ． 月 泣 １ １ １ ８ ４ イ ー Ｌ ｑ Ｉ ４ （ Ⅱ Ｕ● ● ■ セ ロ ● 申

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

土 十 一 十 一 十 一 土 十 一 十 一

７ ８ ９ １ ０ ８ ９

９ ４ ９ ９ ６ ９ ８

８ ２ ３ ４ ４ ３ ４

６ ７ ４ ３ ３ ４ １

６ ８ ２ １ １ ５ ４

０ ６ ２ ３ ０ ２ ２

８ ６ ３ ２ ３ ４ １

8
2
9
±
0
．
2
2
0

9
1
7
±
0
.
1
9
4

6
1
4
±
0
．
0
7
7

3
0
5
±
0
.
0
6
7

2
8
6
±
0
.
0
4
8

6
0
5
±
0
.
0
9
6

6
0
0
±
0
.
0
5
1

ｌ ｌ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ Ｏ

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 士 十 一 十 一 十 一 十 一

２ ０ ２ ２ ０ ４ ６

７ ６ ６ ０ １ ３ ８

５ ６ １ ０ ０ ２ ６早 合 号 ● 伊 牛 ●

１ １ ３ ４ ４ ３ ０

０ ３ ９ ４ ７ ４ ２

８ ７ ８ ７ ９ ６ ８

１ １ １ １ １ ２ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

８ ７ １ １ ２ ３ ８

８ ５ ３ ２ ２ ３ １

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０● や り ■ Ｃ 寺 ■

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

５ ５ ４ ９ １ １ ５

２ ５ ４ ０ ０ ５ ７

３ ３ １ １ １ １ １

0
．
6
2
2
±
0
．
0
9
9

0．
66
9±
0．
1
0
5

0
.
2
4
0
±
0
.
0
4
1

0
.
1
3
7
±
0
.
0
2
8

0
.
1
3
3
±
0
．
0
2
5

0
.
2
4
5
±
0
．
0
5
0

0
．
1
0
2
±
0
．
0
2
0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

８ ９ １ １ ９ ８ １

１ １ ５ ７ ６ ４ ７

４ ４ ４ ４ ４ ４ ３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

0
.
0
3
5
±
0
．
0
0
2

0
.
0
3
5
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
8
±
0
.
0
0
2

0
.
0
4
0
±
0
.
0
0
4

0
.
0
4
0
±
0
.
0
0
3

0
.
0
3
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
2

１ ９ １ ７ ４ ５ ９

１ ０ １ １ １ １ ０

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

文
：
平
均
値
、
ぴ
：
標
準
偏
差
値
、
＊
：
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩



ヰ 那 岸 囲 誹 討 昌 膨 雲 監 片 Ｓ 犯 嗣 創 鯉 師 書 Ｓ 詞 茸 鼎 苦 牟 詰

表
1
－
3
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

析 数

分 個

S
1
/
K

文
土
ぴ

A
l
/
K

又
±
ぴ

N
b
/
Z
I

文
士
ぴ

Y
/
Z
I
､

又
±
ぴ

ｒ
Ｚ ぴ

／ ＋ ｜

ｒ ｌ ｘ

Ｓ
Ｉ
Ｚ ぴ

／ 十 一

ｂ － ｘ

Ｒ
ｒ
Ｚ ぴ

／ ＋ ｌ

ｅ ｌ Ｘ

Ｆ
ｒ
Ｚ Ｏ

／ 土
ｎ － ｘ

Ｍ
原
産
地

原
石
群
名

Ｋ ぴ

／ 十 一

ｉ ｌ ｘ

Ｔ Ｌ
Ｋ ぴ

／ 十 一

ａ 文

Ｃ

0.
21

4±
0.

01
5

0.
02
9±
0.
00
1

0.
07

6±
0.

01
2

2.
69

4±
0.

11
0

1.
68

6±
0.

08
5

0.
44
1±
0.
03
0

0.
29

3±
0,

03
9

0.
25

7±
0.

02
9

0.
02

7±
0.

00
2

0.
35

6±
0.

00
8

04
07

±0
.0

10
0.

07
3±

0.
00

3
0.
09
4±
0．
01
3
2.
71
2±
0.
12
4
1.
26
9±
0.
08
8
1.
99
4±
0.
10
5
0.
13
3±
0.
03
7
0,
23
8±
0.
04
0
0.
02
0±
0.
00
4
0.
28
1±
0.
00
6

佐
賀
県

丘 Lｴ
」

川

腰 椎

６ ９

２ ５
葉

0
.
2
9
4
±
0
.
0
0
8

0
.
2
9
4
±
0
.
0
0
6

0
.
3
5
8
±
0
.
0
1
0

0
.
3
5
9
±
0
.
0
1
2

0
.
3
6
1
±
0
.
0
1
0

0
.
3
5
8
±
0
､
0
1
3

0
.
3
6
7
±
0
.
0
0
7

0
.
3
7
4
±
0
．
0
0
9

0
.
3
6
3
士
0
.
0
0
7

0
.
3
5
8
±
0
.
0
1
2

0
.
3
5
8
±
0
.
0
0
8

0
.
3
8
3
±
0
．
0
1
0

0
．
3
6
4
±
0
.
0
1
1

0
.
3
4
0
±
0
.
0
0
6

0
.
0
2
4
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
5
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
1

0
.
0
2
9
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
6
±
0
◆
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
1
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
8
±
0
.
0
0
2

0
.
0
2
4
±
0
.
0
0
2

0
.
3
2
6
±
0
.
0
0
8

0
.
3
2
2
±
0
.
0
1
0

0
.
6
5
2
±
0
.
0
3
6

0
.
2
6
6
±
0
．
0
2
8

0
.
2
1
0
±
0
.
0
5
0

0
.
1
4
5
±
0
，
0
2
3

0
．
1
1
7
±
0
.
0
1
8

0
.
1
1
7
±
0
.
0
1
4

0
.
1
5
2
±
0
.
0
1
7

0
.
0
9
3
±
0
.
0
2
3

0
.
2
5
9
±
0
.
0
4
0

0
.
2
6
1
±
0
.
0
3
4

0
.
1
4
5
±
0
.
0
3
7

0
.
1
3
7
±
0
．
0
1
9

0
.
1
1
4
±
0
.
0
1
2

0
.
1
1
9
±
0
.
0
1
6

0
.
3
0
3
±
0
.
0
3
8

0
.
2
8
4
±
0
.
0
4
7

0
.
2
7
7
±
0
.
0
5
6

0
.
1
3
0
±
0
.
0
3
0

0
.
1
1
5
±
0
.
0
2
3

0
.
0
7
7
±
0
．
0
1
8

0
.
1
1
2
±
0
.
0
2
1

0
.
0
9
0
±
0
.
0
3
0

0
.
3
1
2
±
0
.
0
5
6

0
.
1
3
3
±
0
.
0
4
7

0
.
1
0
1
±
0
.
0
2
9

0
.
1
9
1
±
0
.
0
2
6

0
.
0
0
5
±
0
.
0
0
4

0
.
0
0
5
±
0
.
0
0
4

0
.
0
1
2
±
0
.
0
1
2

0
.
4
3
9
±
0
．
0
2
7

0
．
3
0
8
±
0
.
0
7
4

0
.
4
2
1
±
0
､
0
8
1

0
.
4
8
4
±
0
.
0
3
4

0
.
5
0
4
±
0
.
0
3
5

0
.
4
0
3
±
0
.
0
2
6

0
.
4
8
8
±
0
.
0
3
0

0
.
4
1
3
±
0
.
0
6
5

1
.
9
5
1
±
0
.
1
2
4

0
.
4
3
6
±
0
.
0
5
2

0
.
1
7
9
±
0
．
0
1
8

0
.
4
0
3
±
0
.
0
1
2

0
．
4
0
5
±
0
.
0
0
8

1
,
8
8
0
±
0
.
0
7
6

1
.
6
7
4
±
0
.
0
6
4

1
.
6
0
7
±
0
.
2
4
5

0
.
8
7
8
±
0
.
0
9
9

0
.
7
6
5
±
0
.
0
7
4

0
.
5
3
9
±
0
.
0
2
2

0
.
8
3
2
±
0
.
0
9
2

0
.
6
5
3
±
0
.
0
8
8

1
.
7
8
0
±
0
.
1
6
4

1
.
2
2
1
±
0
．
0
9
4

0
.
8
1
2
±
0
.
1
1
3

0
.
9
4
8
±
0
.
0
3
0

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

士 十 一 十 一 土 十 一 士 士 十 一 十 一 土 十 一 士 士 士

７ ９ １ ２ ４ ５ ６ ４ ４ ２ ９ ８ ９ ８

９ ０ ４ ９ ６ ７ ０ ０ ８ ３ ９ ９ ３ １

１ ２ ７ ６ ３ ９ ９ ８ ８ ８ ６ ８ ９ ７。 ■ ｅ ｂ ｃ ● 。 Ｇ ● 令 ■ ● 今 ●

１ １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ ２ ２ １ １

０ ２ ３ ５ ９ ０ ６ ５ ５ ４ ５ ４ １ ６

３ ３ ８ ２ ８ ４ ０ ６ ８ ７ １ ０ ３ ５

０ ０ ０ １ ３ ２ １ ０ ０ ０ ２ ２ １ ０

0
.
0
3
4
±
0
.
0
0
3

0
.
0
3
4
±
0
.
0
0
3

0
.
0
5
6
±
0
.
0
0
7

0
.
0
8
5
±
0
.
0
1
3

0
.
0
6
2
±
0
.
0
2
2

0
.
0
4
5
±
0
.
0
1
2

0
.
0
4
4
±
0
.
0
0
7

0
.
0
4
2
±
0
.
0
0
7

0
.
0
5
7
±
0
.
0
0
7

0
.
0
4
5
±
0
.
0
0
7

0
.
0
8
0
±
0
.
0
1
6

0
.
1
0
2
±
0
.
0
1
5

0
.
0
5
4
±
0
.
0
0
9

0
.
0
3
7
±
0
.
0
0
6

長
崎
県
喜 ケ 浦 ノ
ノ

久 君 角 松

0
.
1
6
5
±
0
．
0
1
2

0
.
1
6
1
±
0
．
0
1
1

0
.
1
3
8
±
0
.
0
1
0

0
．
2
1
8
±
0
．
0
1
0

0
.
1
7
6
±
0
.
0
1
6

0
.
2
4
5
±
0
．
0
1
9

0
.
2
8
7
±
0
.
0
1
9

0
．
3
2
9
±
0
．
0
1
4

0
.
2
4
8
±
0
．
0
1
7

0
．
3
2
7
±
0
．
0
3
0

0
.
1
9
2
±
0
.
0
2
0

0
.
4
1
4
±
0
.
0
1
2

0．
25
7±
0.
03
5

0．
16
1±
0.
01
1

0
.
0
6
6
±
0
.
0
0
2

0
.
0
6
4
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
7
士
0
.
0
0
2

0
.
0
2
9
±
0
.
0
0
2

0
.
0
3
0
±
0
.
0
0
4

0
.
0
6
0
±
0
.
0
0
6

0
.
0
6
7
±
0
.
0
0
4

0
.
0
8
0
±
0
.
0
0
5

0
.
0
5
8
±
0
.
0
0
8

0
.
0
8
0
±
0
.
0
1
7

0
.
0
2
7
±
0
.
0
0
3

0
.
0
7
3
±
0
.
0
0
6

0
.
0
6
2
±
0
.
0
0
9

0
.
0
5
1
i
0
.
0
0
2

世 浦 川 篝 謹 詫 麺 姫 雰 筆 寿 壷 詫 崎

７ ８ ９ ３ ７ ６ ２ ４ ５ ７ ０ ２ ９ ５

３ ２ ２ ２ １ １ ２ ４ ２ １ ４ ２ １ ２

″ 〃 町 ／ 里 ／ ノノ ″ ｊ ノ 〃 ″

淀 中 古 大
ｌ 圏

0
.
3
2
0
±
0
.
0
0
7

0
.
2
4
3
±
0
.
0
0
8

0
.
2
4
3
±
0
.
0
0
8

0
.
2
7
7
±
0
．
0
0
9

0
.
2
7
3
±
0
．
0
0
7

0
2
3
±
0

0
2
1
±
0

0
2
0
±
0

0
2
5
±
0

0
1
9
±
0

２ ２ ３ ２ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

0
.
0
9
7
±
0

0
.
0
3
1
±
0

0
.
0
3
3
±
0

0
.
0
3
7
±
0

0
.
0
3
3
±
0

７ ９ ９ ６ ７

１ ０ ０ ０ １

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

十 一 十 一 十 一 十 一 十 一

５ ９ ６ ４ ３

７ ６ ６ ６ ６

ｌ ０ ０ ０ １Ｃ ｇ ■ ● ●

０ ０ ０ ０ ０

３ ２ １ １ ３

３ １ １ １ ２

２ ０ ０ ０ ０

7
0
3
±
0
.
0
4
4

2
7
8
±
0
.
0
1
5

2
7
5
±
0
．
0
1
0

2
7
9
士
0
．
0
1
7

3
4
8
±
0
．
0
2
8

０ ０ ０ ０ ０

士 士 士 土 十 一

１ ６ ９ ４ ８

１ ２ ２ ２ ４

６ ３ ３ ３ ０◆ 早 早 ＆ ◆

０ ０ ０ ０ １

２ ２ ７ １ ７

３ １ １ １ ８

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ０ ０ ０

1
.
4
4
1
±
0
.
0
7
0

0
.
7
8
8
±
0
.
0
3
3

0
.
7
9
4
±
0
.
0
7
8

0
.
7
8
0
±
0
.
0
3
8

1
.
4
0
5
±
0
.
0
7
3

0
.
1
2
7
±
0
.
0
0
5

0
.
2
1
4
±
0
.
0
0
7

0
.
2
1
4
±
0
.
0
0
6

0
.
2
1
1
±
0
.
0
0
8

0
.
1
0
4
±
0
．
0
0
8

0
.
0
6
3
±
0
.
0
0
7

0
.
0
3
4
±
0
.
0
0
3

0
.
0
3
3
±
0
.
0
0
5

0
.
0
3
2
±
0
.
0
0
3

0
.
0
2
5
±
0
.
0
0
6

熊
本
県

０ ０ ０ ０ ０

＋ ｜ 士 十 一 土 十 一

７ １ ８ １ ７１ ６ ５ ６ ９

３ ２ ２ ２ １。 ● ◆ ① 。

０ ０ ０ ０ ０

小 南
国 関 岳 浜

轟 ケ

３ ６ ９ ２ ０

２ １ ０ １ ２

０ ０ ０ ０ ０

０ ０ ４ １ ０

３ ３ ４ ２ ４
冠 白 桑
ノ
木
津
留

〃
第
一
群

〃
第
二
群

宮
崎
県

0.
20
7±
0.
01
5
0.
09
4±
0.
00
6
0.
07
0i
0.
00
9
1.
52
1±
0.
07
5
1.
08
0M
.0
48
0.
41
8±
0.
02
0
0.
26
6±
0.
03
4
0.
06
3±
0.
02
4
0.
02
0±
0.
00
3
0.
31
4±
0.
01
1

0.
26
1±
0.
01
5
0.
09
4±
0.
00
6
0.
06
6±
0.
01
0
1.
74
3±
0.
09
5
1.
24
2±
0.
06
0
0.
75
3±
0.
03
9
0.
20
5±
0.
02
9
0.
04
7±
0.
03
6
0.
02
2±
0.
00
2
0.
32
3±
0.
01
9

0.
26
2±
0.
01
8
0.
14
3±
0.
00
6
0.
02
2±
0.
00
4
1.
17
8±
0.
04
0
0.
71
2±
0.
02
8
0.
40
8±
0.
02
5
0.
10
0±
0.
01
8
0.
02
9±
0.
01
3
0.
01
9±
0.
00
1
0.
27
5±
0.
00
6

0.
26
6±
0.
02
1
0.
14
0±
0.
00
6
0.
01
9±
0.
00
3
1.
17
0±
0.
06
4
0.
70
5±
0.
02
7
0.
40
5±
0.
02
1
0.
10
8±
0.
01
5
0.
02
8±
0．
01
3
0.
01
9±
0.
00
1
0.
27
5±
0.
00
6

1.
62
9±
0.
09
8
0.
80
4±
0.
03
7
0.
05
3±
0.
00
6
3､
34
2±
0.
21
5
0.
18
8±
0.
01
3
1.
10
5±
0.
05
6
0.
08
7±
0.
00
9
0.
02
2±
0.
00
9
0.
03
6±
0.
00
2
0.
39
1±
0.
01
1

1.
94
4±
0.
05
4
0.
91
2±
0.
02
8
0.
06
2±
0.
00
5
3.
97
5±
0.
18
2
0.
18
4M
.0
11
1.
26
6±
0.
04
9
0.
09
3±
0.
01
0
0.
02
1±
0．
01
0
0.
03
8±
0.
00
3
0.
40
8±
0.
01
0

0.
51
4±
0.
03
2
0.
16
7±
0.
00
8
0.
06
3±
0.
00
9
1.
52
4±
0.
07
9
0.
61
9±
0.
03
8
0.
71
9±
0．
05
4
0.
11
5±
0.
01
9
0.
08
2±
0.
01
6
0.
03
7±
0.
00
3
0.
52
3±
0.
00
9

0.
55
3±
0.
03
2
0.
13
7±
0.
00
6
0.
06
5±
0.
01
0
1.
81
5±
0.
06
2
0.
64
4±
0.
02
8
0.
55
3±
0.
02
9
0.
14
6±
0.
02
1
0.
06
6±
0.
02
0
0,
03
7±
0.
00
3
0.
52
4±
0.
01
2

0.
75
5±
0.
01
0
0､
20
2±
0.
00
5
0.
07
6±
0.
01
1
3.
75
9±
0.
11
1
0.
99
3±
0.
03
6
1.
33
1±
0.
04
6
0.
25
1±
0.
02
7
0.
10
5±
0．
01
7
0.
02
8±
0.
00
2
0.
34
2±
0.
00
4

７ ３
４ ３

日
東

五
女
木

上
牛
鼻

平
木
場

竜
ケ
水

長
谷

凰
思
島
県

２ ７ １ ４ ８ ０

４ ３ ４ ３ ２ ３

J
G
-
1
｡
'
1
2
7

文
：
平
均
値
、
ぴ
：
標
準
偏
差
値
、
＊
：
ガ
ラ
ス
質
安
山
岩

a)
:A
nd
o,
A.
,K
Of
as
aw
a,
H,
0h
mO
ri
,T
.&
Ta
ke
da
,E
.(
19
74
).
19
74
co
mp
il
at
io
no
fd
at
ao
nt
he
GJ
Sg
eo
ch
em
ic
al
re
fe
re
nc
es
am
pl
es
JG
-l
gr
an
od
lo
rl
te

a
n
d
J
B
-
l
b
a
s
a
l
t
･
G
e
o
c
h
e
m
i
c
a
l
J
o
u
r
n
a
l
V
o
l
.
8
,
1
7
5
-
1
9
2
.



付篇l 西桔梗1遺跡出土の黒曜石製遺物の原材産地分析

表2 西桔梗1遺跡出土の黒耀石製遺物分析結果
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表3 西桔梗1遺跡出土の黒耀石製遺物の原材産地推定結果（北海道函館市）

原石産地 （ 確率 ） 判 定時代 （伴出土器）試料 遺物

番号 出土区

遺物品名

（備考）

分析

番号 層位

赤井川(3%） 赤井川 UフレイクⅢ1-12,A-3-C45000

赤井川(6%) ‘戸門第1W(1%) 剥片2-1 .B-546001 〃2

十勝三股(4%) ！ 〃 （2%） 十勝 石溌3-8 ､ C-4-A45002 〃〃

赤井川(40%),十勝三股(24%) ,戸門第1群(15%） 赤#lll 剥片4-36,C-4-A45003 〃 〃

（12%)，〃 （12%)， 〃 （3%) ， 〃 （9%）5-3 ,C-8-B45004 〃 〃〃

剥片石器片〃 （13%）45005 6－3 .D-3 〃〃 〃

剥片〃 （59%),戸門第1群(11%),＋勝三股(2%）7-9 ,D-345006 〃〃 〃

石撒〃 （3%）8-9 ,E-10-D45001
〃〃

fn

－0d－



付篇2 西桔梗1遺跡出土植物遺体

椿坂恭代

縄文時代早期と考えられる焼土遺構から検出された炭化植物遺体について報告する．各サンフ．ルの

資料番号，遺構層準，植物遺体名は付表に示しておいた．細かな木片に混ざって検出された植物遺

体はすべてクルミ属JUGLANSL. の内果皮破片ばかりであった。個体数の特定ができないので，

内果皮片の遺構別重量を計測して表記した。

表1 西桔梗1遺跡出土植物遺体表

資料 サンプル採取

潰構・地区

クルミ属

９

扣

制
ね
佑
一
把
一
ね
一
塑
銅
一
訂
一
泊
釦
訓
亜
網

走
汗
卜
汚
戸
一
戸
一
乃
一
走
汚
一
戸
一
戸
汚
戸
戸
宏

ｌ

ｉ

ｊ
１
１
Ｉ
Ｉ
・
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ｉ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
門
川
Ⅱ
Ⅱ
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１
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１
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昌
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１
．
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Ⅱ
‐
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１
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Ⅷ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅱ
川
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Ｉ
‘
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、
一
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一

一 ~
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~

NO.(9)
資料腐食のため同定不可能

資料腐食のため同定不可能

資料腐食のため同定不可能

開
一
鄙
一
計
一
部
一
託
一
部
一
部
一
淫
一
癖
司
一
露
一
『
｜
司
一
周
一
匙

＜0．01
－

＜0．01

資料腐食のため同定不可能

＜0．01
－

＜0．01

菌核

E:号
(NO.1)
■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■

(NO.2)

資料腐食のため同定不可能

0．01

＜0．01

菌核

0．01

－54－



付篇3 西桔梗1遺跡のフラテについて

付篇3 西桔梗1遣跡のテフラについて

花岡正光

本遺跡の黒ボク土中に三種類のテフラが確認された。 ここでは主に鉱物組成上の特徴を記載し､，

既知のテフラとの対比を行なう。

1 ．試料及び試料の処理方法

試料は発掘担当者によって、E-10グリッドから採取された（図版1)。三種類のテフラを、対比

が予想されるテフラとして上位から「Ko-d｣、 「砂質火山灰｣、 「B-Tm」と仮称した。 「Ko-d」

は淡黄灰白色シルト質で下部が粗粒である。 「砂質火山灰」は淡黄灰色砂質である。 「B-Tm」は黄

褐色シルト質で、上部は土壌化し暗色を呈する。

試料は、水洗→6%H202 ･10%HC1処理→超音波洗浄→水洗→粒径0.25mm以下についてプレ

パラート作成→偏光顕微鏡で検鏡し、構成粒子の組成を半定量的に表現した。

2．結果

検鏡結果を表1に、火山ガラス・軽石のSEM写真を図版1に示す｡ ｢Ko-d」は火山ガラスと斜

長石に富み、火山ガラスの気泡形態は網目模様である。 「砂質火山灰」は斜長石と角閃石に富むテラ

フである。 「B-Tm」は火山ガラスとアルカリ長石に富み、火山ガラスはバブルウォール型と繊維

状発泡型が多い。

「Ko-d_」 としたテフラは、分布域や層準から駒ケ岳起源のKo-d (北海道火山灰命名委員会、

1982)に対比可能であろう。 「砂質火山灰」は角閃石を含むテフラで、駒ケ岳起源とは考えられない。

｢B-Tm」としたテフラは、アルカリ長石を含む特徴があり、町田・新井(1992)の白頭山一苫小

牧火山灰(B-Tm)に対比される。

引用文献

北海道火山灰命名委員会（1982） ： 「北海道の火山灰｣。 23pp･

町田洋・新井房夫（1992） ： 「火山灰アトラス｣。東京大学出版会、 276ppo

表－1 テフラの鉱物組成

試料 斜長石アルカリ長石黒雲母角閃石斜方輝石単斜輝石不透明鉱物火山ガラス軽石プラントオパール
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付篇3 西桔梗l遺跡のフラテについて
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図版2
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図版3
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図版4

2 P-1のSP-3土層断面（南から）1 P-1全景（北から）

鍵霞灘懲
輪

3 P-2 ． 3全景（東から） 4 P-2 ． 3土層断面（東から）

5 P-4全景（東から） 6 P-4土層断面（東から）

戸n

O乙



図版5
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図版6
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図版7
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図版8
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図版9
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図版10
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図版11
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図版12
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図版13
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図版14
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図版15
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図版16
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図版17
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図版18
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